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別添－６ 

屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方 

１．はじめに 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉での評価対象構造物は，

屋外重要土木構造物である（重大事故等対処施設を兼ねる）スク

リーン室，取水路，補機冷却用海水取水路，軽油タンク基礎，燃

料移送系配管ダクト，海水貯留堰及び重大事故等対処施設である

第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料

タンク基礎である。

対象構造物のうち，取水路，軽油タンク基礎，燃料移送系配管

ダクト，海水貯留堰，第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガス

タービン発電機用燃料タンク基礎については，構造物の配置，荷

重条件及び地盤条件を考慮し，耐震評価上最も厳しくなると考え

られる位置を評価対象断面とする。 

スクリーン室及び補機冷却用海水取水路については，３次元的

な構造を考慮した設計を行うことから，特定の評価対象断面はな

い。 

以下に，取水路，軽油タンク基礎，燃料移送系配管ダクト，海

水貯留堰，第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発

電機用燃料タンク基礎の評価対象断面選定の考え方を述べる。対

象構造物の平面配置図を第6-1-1図に示す。 

別添-6 

屋外重要土木構造物等及び津波防護施設の耐震評価における断面

選定の考え方 

1. 方針

本資料では，屋外重要土木構造物，常設耐震重要重大事故防止

設備又は常設重大事故緩和設備のうち土木構造物，常設耐震重要

重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事

故等対処施設（特定重大事故等対処施設を除く）のうち土木構造

物（以下，「常設重大事故等対処施設」という。）（以上の何れかに

該当するか，又は兼務する構造物を「屋外重要土木構造物等」と

いう。）及び津波防護施設の耐震評価における断面選定の考え方に

ついて示す。 

本資料で記載する屋外重要土木構造物等及び津波防護施設に設

置される設備の一覧表を別添6-1 表に，全体配置図を別添6-1 図

に示す。 

女川原子力発電所の屋外重要土木構造物等には，二次元地震応

答解析により得られる構造物の応答に対して耐震評価を行う構造

物と，二次元地震応答解析により得られる土圧等の荷重を三次元

モデルに作用させて耐震評価を行う構造物がある。

延長方向への海水の通水機能や配管等の支持機能を維持するた

め，延長方向に対して空間を保持できるように構造部材が配置さ

れる構造物（以下，「線状構造物」という。）は，横断方向（延長

方向に直交する方向）に設置される構造部材が少なく，横断方向

が明確に弱軸となることから，横断方向の二次元地震応答解析に

より耐震評価を行う。よって，構造物の応答が耐震評価上最も厳

しくなると考えられる断面を横断方向から評価対象断面として選

定する。 

構造物の断面が延長方向で異なり，加振方向に平行に配置され

る妻壁や隔壁等の面部材を耐震部材として考慮する構造物（以下，

「箱形構造物」という。）は，三次元モデルを用いて水平2 方向及

び鉛直方向地震力の組合せの影響を考慮して耐震評価を行う。よ

って，三次元モデルに作用させる荷重を適切に評価することが可

能な断面を直交する2 方向から評価対象断面として選定する。 

津波防護施設のうち，設備構造が複雑かつ設置範囲が長大であ

る防潮堤及び防潮壁については，屋外重要土木構造物等と同様の

考え方に加え，各部位の役割を踏まえ，津波に対する止水機能維 

持も含めた耐震評価を行うため，耐震・耐津波評価を行う上で厳

別添－６ 

屋外重要土木構造物等の耐震評価における断面選定の考え方 

1. 方針

本資料では，屋外重要土木構造物等※1の耐震評価における断面

選定の考え方について示す。なお，津波防護施設については「島

根原子力発電所２号炉 津波による損傷の防止」に示す。 

※1 屋外重要土木構造物及び重大事故等対処施設のうち土木

構造物を「屋外重要土木構造物等」という。 

本資料で記載する屋外重要土木構造物等の一覧を第 6－1－1表

に，屋外重要土木構造物等に設置される主要な設備一覧を第 6－1

－2表に，全体配置図を第 6－1－1図に示す。 

第6－1－1表 評価対象構造物一覧 

 

 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

島根２号炉では津波

防護施設の断面選定の

考え方を「津波による損

傷の防止」で示すことと

している。 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

分類 設備名称 構造形式

屋外重要土木構造物等

・取水槽

箱型構造物

・ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

・低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

・第１ベントフィルタ格納槽

・緊急時対策所用燃料地下タンク

・屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

線状構造物
・燃料移送系配管ダクト

・屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

・屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機）

・取水口 円筒状構造物

・ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 直接基礎

・取水管 管路構造物
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しい断面を選定する。 

上記を考慮した屋外重要土木構造物等及び津波防護施設の断面

選定の考え方を別添6-2 表に示す。 

第6－1－2表 評価対象構造物に設置される設備一覧 ・資料構成の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 屋外重要土木構造物：耐震上重要な機器・配管系の間接支持機能，若しくは非常用における海水の通水機能を求められる土木構造物
常設重大事故等対処設備：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）
常設重大事故等対処施設：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）が設置される重大事故等対処施設

（特定重大事故等対処施設を除く）
耐震：耐震重要施設（浸水防止設備，津波監視設備を除く）
※１：非常用取水設備
※２：常設重大事故等対処設備に対する浸水防止設備，津波監視設備

屋外重要土木構造物：耐震上重要な機器・配管系の間接支持機能，若しくは非常用における海水の通水機能を求められる土木構造物
常設重大事故等対処設備：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）
常設重大事故等対処施設：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）が設置される重大事故等対処施設

（特定重大事故等対処施設を除く）
耐震：耐震重要施設（浸水防止設備，津波監視設備を除く）

屋外重要土木構造物：耐震上重要な機器・配管系の間接支持機能，若しくは非常用における海水の通水機能を求められる土木構造物
常設重大事故等対処設備：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）
常設重大事故等対処施設：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）が設置される重大事故等対処施設

（特定重大事故等対処施設を除く）
耐震：耐震重要施設（浸水防止設備，津波監視設備を除く）
※１：非常用取水設備
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第6－1－1図 評価対象構造物 全体配置図 

島根原子力発電所の屋外重要土木構造物等は，箱型構造物，線

状構造物，円筒状構造物，直接基礎及び管路構造物の５つの構造

形式に分類され，構造上の特徴として，明確な強軸及び弱軸を有

するものと，強軸及び弱軸が明確でないものが存在する。 

箱型構造物に分類される評価対象構造物は，鉄筋コンクリート

造で構成されており，主に海水の通水機能や配管等の間接支持機

能を維持するため，通水方向や間接支持する配管の管軸方向に対

して空間を保持できるように構造部材が配置されている。通水方

向や配管の管軸方向と直交する方向には構造部材の配置が少な

いことから，構造上の特徴として，明確に通水方向や配管の管軸

方向が強軸に，通水方向や配管の管軸方向と直交する方向が弱軸

となる。通水以外の要求機能が求められる箱型構造物は，加振方

向と直交する方向の構造物の長さに対する加振方向に平行に配

置される壁の厚さの割合が小さい方が弱軸となり，大きい方が強

軸となる。箱型構造物の設計方針として，強軸方向の地震時挙動

は，弱軸方向に対して顕著な影響を及ぼさないが，強軸方向断面

についても，弱軸方向と同じように要求機能があり，間接支持す

る機器・配管の有無や浸水防護壁等の応答影響評価の必要性があ

ることから，耐震評価候補断面に追加する。弱軸方向断面では，

配筋を含め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範

・資料構成の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 

屋外配管ダクト 

（タービン建物~排気筒） 

取水口 

取水管 取水槽 

屋外配管ダクト 
（ガスタービン発電機用軽油タンク 

～ガスタービン発電機） 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

第 1 ベントフィルタ格納槽 

ディーゼル燃料貯蔵 
タンク基礎 

燃料移送系配管 
ダクト 屋外配管ダクト 

（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

緊急時対策所用燃料地下タンク 

Ｎ 
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囲を耐震評価候補断面とする。ただし，加振方向と平行に配置さ

れる壁が多数ある構造物については，加振方向と平行に配置され

る壁の影響を考慮するため，必要により壁間の幅を耐震評価候補

断面とする。また，強軸方向断面では，加振方向と平行に配置さ

れる壁の影響を考慮するため，構造物の奥行幅を耐震評価候補断

面とする。箱型構造物の評価対象断面は，以上の理由により構造

の安全性に支配的な弱軸方向及び強軸方向から，後述する評価対

象断面の選定の流れに基づき選定する。加振方向と平行に配置さ

れる壁の影響を考慮する構造物については，加振方向と平行に配

置される壁から対象とする断面までの距離に依存して拘束効果

が減少することや，妻壁の非線形性の有無，妻壁との接合部にお

ける応力集中を確認する必要があることから，3次元モデルによ

る検討を実施する。 

線状構造物に分類される評価対象構造物は，鉄筋コンクリート

造で構成されており，主に海水の通水機能や配管等の間接支持機

能を維持するため，通水方向や間接支持する配管の管軸方向に対

して空間を保持できるように構造部材が配置されている。通水方

向や配管の管軸方向と直交する方向には構造部材の配置が少な

いことから，構造上の特徴として，明確に通水方向や配管の管軸

方向が強軸に，通水方向や配管の管軸方向と直交する方向が弱軸

となる。線状構造物は，加振方向と平行に配置される壁部材が少

ない方が弱軸となり，多い方が強軸となる。強軸方向の地震時挙

動は，弱軸方向に対して顕著な影響を及ぼさない。弱軸方向断面

では，配筋を含め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表とな

る範囲を耐震評価候補断面とする。線状構造物の評価対象断面

は，以上の理由により構造の安全性に支配的な弱軸方向から，後

述する評価対象断面の選定の流れに基づき選定する。線状構造物

のうち，部位の一部が他の構造物の部位の一部と一体化している

範囲がある場合は，当該部位のような複雑な構造における立体的

な作用荷重を精緻に評価するため，２次元FEMモデルによる耐震

評価に加えて，3次元モデルによる検討を実施する。 

円筒状構造物及び直接基礎に分類される評価対象構造物は，鋼

製及び鉄筋コンクリート造の構造物であり，円筒状及び正方形で

あるため，箱型構造物や線状構造物と比較して，強軸及び弱軸が

明確ではない。円筒状構造物及び直接基礎は，質点系モデルでモ

デル化する。評価対象断面の選定においては，構造物中央を通る

断面及びその直交方向断面から，後述する評価対象断面の選定の

流れに基づき選定する。 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 
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また，評価対象断面の選定の流れを以下に示す。 

① 耐震評価候補断面の整理

以下の観点にて，耐震評価候補断面を整理する。

・要求機能及び間接支持される機器・配管系の有無及び設置

位置 

・構造的特徴（部材厚，内空断面，断面急変部，構造物間の

連結部等） 

・周辺状況（上載荷重，土被り厚，周辺地質，周辺地質変化

部，隣接構造物，地下水位※，断層との交差状況） 

・地震波の伝搬特性

・機器・配管系への応答加速度及び応答変位算出位置

※：工認段階で地下水位低下設備を考慮した浸透流解析を実

施し，その結果に基づき改めて地下水位を設定する。 

管路構造物に分類される評価対象構造物は，海水の通水機能を

維持するため，通水方向に対して空間を保持できるように構造部

材が配置されていることから，構造上の特徴として，明確な弱軸，

強軸を有する。評価対象構造物は，鋼製部材で構成されており，

管軸方向が強軸方向となり，管軸直交方向が弱軸方向となる。強

軸方向の地震時挙動は，弱軸方向に対して顕著な影響を及ぼさな

い。弱軸方向断面では，延長方向の構造的特徴が一様であること

から，代表となる範囲を耐震評価候補断面とする。管路構造物の

評価対象断面は，構造の安全性に支配的な弱軸方向から，後述す

る評価対象断面の選定の流れに基づき選定する。なお，「水道施

設耐震工法指針・解説（日本水道協会，1997）」に基づき，一般

的な地中埋設管路の設計で考慮される管軸方向断面についても

検討する。 

また，評価対象断面の選定の流れを以下に示す。 

（１）耐震評価候補断面の整理 

評価対象構造物の以下の観点から耐震評価候補断面を整理

する。 

①要求機能並びに間接支持する機器・配管の有無及び設置状況

・要求機能に各候補断面で差異がある場合，要求機能に応じた

許容限界が異なり，評価対象構造物の耐震評価に影響するこ

とから，要求機能の差異の有無により候補断面を整理する。 

・間接支持する機器・配管系の種類及び設置状況に各候補断面

で差異がある場合は，構造物に作用する荷重及び床応答特性

が異なり，評価対象構造物及び機器・配管系の耐震評価に影

響することから，間接支持する機器・配管系の種類や設置状

況に係る差異の有無により候補断面を整理する。 

②構造的特徴（部材厚，内空断面，断面急変部，構造物間の連

結部等） 

・構造的特徴に各候補断面で差異がある場合は，構造物に作用

する土圧等の荷重及び床応答特性が各断面で異なり，評価対

象構造物及び機器・配管系の耐震評価に影響することから，

構造的特徴の差異の有無により候補断面を整理する。 

③周辺状況（上載荷重，土被り厚，周辺地質，周辺地質変化部，

隣接構造物，地下水位※） 

・周辺地質や周辺地質変化部に各候補断面で差異がある場合

は，構造物に作用する土圧等の荷重，地震波の伝搬特性及び

床応答特性が異なり，評価対象構造物及び機器・配管系の耐

震評価に影響することから，周辺地質の差異の有無により候

・資料構成の相違
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②評価対象断面の選定

①にて整理した耐震評価候補断面（以下，「候補断面」という。）

から以下の考えで評価対象断面を選定する。 

ａ．構造的特徴による選定 

横断方向の二次元地震応答解析により耐震評価を実施す

る線状構造物については，候補断面の部材厚や内空断面等

の構造的特徴を比較し，他の候補断面より耐震評価上厳し

くなることが想定される候補断面を評価対象断面として選

定する。同一断面となる場合には，同一断面となる区間毎

に後述する他の観点で評価対象断面を選定する。 

三次元モデルで耐震評価を実施する箱形構造物について

は，地震時荷重を算出する二次元地震応答解析を実施する

補断面を整理する。 

・MMR（マンメイドロック）は，構造物を支持する又は構造物

の周囲を埋め戻すコンクリートである。MMRの分布により，

構造物に作用する土圧等の荷重，地震波の伝搬特性及び床応

答特性に影響を与えることから，周辺地質の中で整理する。

なお，MMRは直下の岩盤の物性値を設定することを基本とす

る。 

・隣接構造物による影響については，２次元ＦＥＭにてモデル

化する隣接構造物の有無や種類に各断面で差異がある場合，

構造物に作用する土圧等の荷重及び床応答特性が異なり，評

価対象構造物及び機器・配管系の耐震評価に影響することか

ら，モデル化する隣接構造物の差異の有無により候補断面を

整理する。 

※ 地下水位は解析等による地下水位に係る検討結果を踏まえ

て詳細設計段階で設定する。 

④地震波の伝搬特性

・地震波の伝搬特性は，周辺状況のうち評価対象構造物下部の

岩盤やMMR等の周辺地質の状況により異なることから，観点

③の整理を踏まえ，地震波の伝搬特性に係る差異の有無によ

り候補断面を整理する。 

⑤床応答特性

・観点①～③の整理を踏まえ，床応答特性の差異の有無及び間

接支持する機器・配管系の設置状況により候補断面を整理す

る。 

（２）評価対象断面の選定

⑥耐震評価候補断面の選定

・（１）にて整理した耐震評価候補断面に対して，①要求機能

並びに間接支持する機器・配管の有無及び設置状況，②構造

的特徴，③周辺状況を考慮し，耐震評価上厳しいと考えられ

る断面を選定する。 

・資料構成の相違
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断面を，構造的特徴を踏まえて選定する。 

ｂ．周辺状況による選定 

上載荷重，土被り厚，周辺地質，隣接構造物にて耐震評価

上厳しくなる断面を選定する。 

同一構造で延長方向に設置深さが異なる線状構造物は，上

載荷重が最大となる断面や土被り厚が最大となる断面を評

価対象断面として選定する。 

隣接構造物については，評価対象構造物との間の埋戻し材

料や，それぞれの設置状況に応じて，隣接構造物が評価対象 

構造物の地震時応答に与える影響を踏まえ，モデル化要否

を検討した上で評価対象断面を選定する。候補断面の中で，

隣接構造物との位置関係により土圧が作用しない断面と，周

辺地質が盛土となる断面がある場合のように，構造物に作用

する土圧が大きく評価される候補断面が明確な場合には，そ

の候補断面を評価対象断面として選定する。隣接構造物のモ

デル化の方針は以下のとおりとし，評価対象構造物と隣接構

造物の位置関係の例を別添6-2 図に示す。 

(ａ)評価対象構造物と隣接構造物の間が盛土で埋め戻され

ている場合 

地中構造物の耐震評価においては，盛土よりも剛性の

大きい隣接構造物をモデル化することにより，周辺地盤

の変形が抑制されると考えられる。よって，評価対象構

造物に作用する土圧を保守的に評価するため，隣接構造

物の設置範囲を盛土としてモデル化する。 

(ｂ)評価対象構造物と隣接構造物の間が地盤改良されてい

る場合 

評価対象構造物と隣接構造物の間に剛性の大きい改良

地盤が存在する場合には，隣接構造物の地震時応答が剛

性の大きい改良地盤を介して評価対象構造物に伝達する

ことが考えられる。よって，改良地盤を介しての隣接構

造物の影響を考慮するため隣接構造物をモデル化する。 

(ｃ)評価対象構造物と隣接構造物が置換コンクリートを共

有している場合 

評価対象構造物が隣接構造物と置換コンクリート（以

下，「ＭＭＲ」という。）を共有して設置されている場合

には，共有するＭＭＲとともに互いに影響を受けながら

振動するため，隣接構造物をモデル化する。 

ｃ．評価対象断面の絞り込み ⑦ 評価候補断面の絞り込み

・資料構成の相違
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上記の観点で選定された評価対象断面と，地下水位や地

震波の伝搬特性等に応じて整理された候補断面を比較して

評価対象断面の絞り込みを行う。候補断面によって周辺状

況が異なる線状構造物や，箱形構造物のうち候補断面によ

って地下水位が異なる構造物等については，地震応答解析

を実施して評価対象断面を絞り込む。 

岩盤内に設置される構造物等，周辺に液状化検討対象層

が分布しない構造物については一次元全応力解析により評

価対象断面の絞り込みを行い，耐震評価上厳しい候補断面

を評価対象断面として選定する。 

周辺に液状化検討対象層が分布する場合には，一次元又

は二次元の全応力解析及び有効応力解析により評価対象断

面の絞り込みを行い，耐震評価上厳しい候補断面を評価対象

断面として選定する。地震応答解析による評価対象断面の絞

り込み方法の例を別添6-3 図に示す。 

ｄ．周辺地質が急変した場合の影響を確認するための断面選定

周辺地質が改良地盤から盛土に急変する場合等は，その境 

界部にて周辺地質の剛性が急変するため，その影響を確認す 

るために境界部を評価対象断面として選定する。 

ｅ．断層の変形の影響を確認するための断面選定 

構造物と断層が交差する断面については，構造物と断層の

接し方や周辺地質により，断層の変形による構造物への影響

が異なると考えられるため，構造物と断層の位置関係により

以下のとおり分類し，それぞれから評価対象断面を選定す

る。構造物と断層の位置関係の例について別添6-4 図に示

す。 

・構造物の掘削底面にてＭＭＲ又は改良地盤を介して断層と

接するもの 

・構造物と断層が底面で接しており，構造物周辺は盛土にて

埋め戻されているもの 

・構造物周辺が岩盤で囲まれている状況で断層に接している 

もの 

評価対象断面は，断層の幅や連続性を勘案して耐震評価上 

構造物への影響が厳しくなる断層を対象として選定する。 

ｆ．床応答算出位置による選定 

耐震評価上の観点以外に機器・配管系の応答加速度及び応

答変位の観点から，床応答算出用の断面を選定する。 

・複数の観点から異なる耐震評価候補断面が複数抽出される場

合は，詳細設計段階で実施する浸透流解析結果を踏まえ，地

震応答解析を実施して評価候補断面の絞り込みを行う場合

もある。 

⑧ 床応答算出用の断面の選定

・耐震評価上の観点以外に機器・配管系の応答加速度及び応答

変位の観点から，床応答算出用の断面を選定する。 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7】 
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以上の流れで選定した複数断面を評価対象断面とする場合と，

必要に応じて，各観点で選定された断面の保守的な条件を組み合

せた断面を作成し，評価対象断面とする場合がある。 

耐震評価候補断面の整理と評価対象断面の選定結果については

工認段階で示す。 

・線状構造物については，強軸方向断面も含めて選定する。

評価対象断面のモデル化範囲（２次元ＦＥＭ解析モデル）につ

いては，以下に考え方を示す。 

２次元ＦＥＭによる地震応答解析モデルの範囲が，地盤及び構

造物の応力状態に影響を及ぼさないよう，十分広い領域とする。

具体的には，「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987」

を適用し，以下に示すとおりモデル幅を構造物基礎幅の５倍以

上，地盤モデルの入力基盤深さを構造物基礎幅の1.5～２倍確保

する。 

２次元ＦＥＭにおけるモデル化範囲の考え方を第6－1－2図に

示す。 

第6－1－2図 ２次元ＦＥＭにおけるモデル化範囲の考え方 

屋外重要土木構造物等について，耐震評価候補断面の整理及び

評価対象断面の選定フローを第6－1－3図に示す。 

第6－1－3図 耐震評価候補断面の整理及び評価対象断面の選定

フロー

・資料構成の相違
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構造物

構造物基礎幅の
1.5～２倍

構造物基礎幅の５倍以上

ＦＥＭモデル

①要求機能並びに
間接支持する機器・

配管の種類及び設置状況に
係る差異の有無による整理

（観点例）
・要求機能が断面毎に異なり，耐震評価において
有意な差がある。

・間接支持する機器・配管系の種類や設置状況が
各断面で異なり，耐震評価において有意な差があ
る。

②構造的特徴の
差異の有無による整理

（観点例）
・部材厚，内空高さ・内空幅等が断面毎に異なり，
耐震評価において有意な差がある。

（１）耐震評価候補断面の整理

③周辺状況の
差異の有無による整理

（観点例）
・上載荷重，土被り厚等が断面毎に異なり，耐震
評価において有意な差がある。

④地震波の伝搬特性に係る
差異の有無による整理

（観点例）
・評価対象構造物下部の周辺地質が異なることで
地震波の伝搬特性が断面毎に異なり，耐震評価
において有意な差がある。

⑤床応答特性の
差異の有無による整理

（観点例）
・機器・配管系の種類や設置状況等が異なることで
床応答特性が断面毎に異なり，機器・配管系の
耐震評価において有意な差がある。

⑧床応答算出用の断面の選定
・耐震評価上の観点以外に機器・配管系の応答加速度及び応答変位の観点から，
床応答算出用の断面を選定する。

・線状構造物については，強軸方向の断面も含めて選定する。

評価対象断面の決定

⑥耐震評価候補断面の選定
・「耐震評価候補断面」に対し，①要求機能並びに間接支持する機器・配管の有無

及び設置状況，②構造的特徴，③周辺状況を考慮して耐震評価上厳しいと考え
られる断面を選定する。

（２）評価対象断面の選定

評価対象構造物の断面※

※ 箱型構造物：弱軸方向及び強軸方向の断面
線状構造物：弱軸方向の断面
円筒状構造物及び直接基礎：構造物中央を通る断面及びその直交方向断面
管路構造物：管軸直交方向の断面

⑦耐震評価候補断面の絞り込み
・詳細設計段階で実施する浸透流解析結果を踏まえ，必要により地震応答解析を実

施して耐震評価候補断面の絞り込みを行う。

評価対象構造物の耐震評価候補断面

9
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別添6-1表 屋外重要土木構造物等及び津波防護施設に設置され

る設備一覧表 
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別添6-2表 屋外重要土木構造物等及び津波防護施設の断面選定

の考え方 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉及び女川２

号炉では評価対象断面

の選定の流れを示して

いる。 
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第6-1-1図 平面配置図 別添6-1図 全体配置図 

別添6-2図 隣接構造物との位置関係の例 

・資料構成の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，第

6-1-1 図に全体配置図

を掲載している。 
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別添6-3図 評価対象断面の絞り込み方法の例 

別添6-4図 構造物と断層の位置関係の例 

・資料構成の相違

【女川 2】 

島根２号炉は，第 6-1-3

図のフローで整理方法

を説明している。 

13



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

2. 屋外重要土木構造物等の耐震評価における断面選定の考え方

2.1 各施設の配置 

本章では屋外重要土木構造物等である，原子炉機器冷却海水

配管ダクト，排気筒連絡ダクト，軽油タンク連絡ダクト，取水

路，海水ポンプ室，軽油タンク室，取水口，貯留堰，復水貯蔵

タンク基礎，ガスタービン発電設備軽油タンク室の断面選定の

考え方を示す。 

別添6-5 図に屋外重要土木構造物等の平面配置図を示す。 

別添6-5図 屋外重要土木構造物等の平面配置図 

2. 屋外重要土木構造物等の耐震評価における断面選定の考え

方 

 2.1 各施設の配置 

  本章では屋外重要土木構造物等である，取水槽，ディーゼル

燃料貯蔵タンク基礎，低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽，第１

ベントフィルタ格納槽，緊急時対策所用燃料地下タンク，屋外

配管ダクト（タービン建物～排気筒），燃料移送系配管ダクト，

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物），屋外配管ダ

クト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電

機），取水口，ガスタービン発電機用軽油タンク基礎及び取水

管の断面選定の考え方を示す。 

  第 6-2-1図に屋外重要土木構造物等の全体配置図を示す。 

第6－2－1図 屋外重要土木構造物等 全体配置図 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

取水口 

取水管 取水槽 

屋外配管ダクト 
（ガスタービン発電機用軽油タンク 

～ガスタービン発電機） 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

第 1 ベントフィルタ格納槽 

ディーゼル燃料貯蔵 
タンク基礎 

燃料移送系配管 
ダクト 屋外配管ダクト 

（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

緊急時対策所用燃料地下タンク 

Ｎ 
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２．取水路 

取水路の平面図を第6-2-1図に，縦断図を第6-2-2図及び第6-2-3

図に，断面図を第6-2-4図に示す。また，取水路の構造諸元につい

て6 号炉を第6-2-1表に，7 号炉を第6-2-2表に示す。 

取水路は，鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，古安田層

洪積粘性土層に直接若しくはマンメイドロックを介して西山層に

設置される。 

 

 

取水路の縦断方向（通水方向）は，加振方向と平行に配置され

る側壁及び隔壁を耐震設計上見込むことができるため，強軸方向

となる。一方，横断方向（通水方向に対し直交する方向）は，通

水機能を確保するため，加振方向と平行に配置される構造部材が

ないことから，弱軸方向となる。 

取水路の断面形状は，取水方向に対して複数の断面形状を示し，

海側から大きく漸縮部，一般部，漸拡部に分けられる。 

取水路の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条件も

考慮して，構造の安全性に支配的な弱軸方向であるブロック②～

⑪の横断方向断面のうち，耐震安全上厳しくなる断面について基

準地震動Ssによる耐震評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 原子炉機器冷却海水配管ダクト 

原子炉機器冷却海水配管ダクトの配置図を別添6-6 図に，平

面図を別添6-7 図に断面図を別添6-8 図に，掘削図を別添6-9 

図に，地質断面図を別添6-10 図，別添6-11 図にそれぞれ示す。 

原子炉機器冷却海水配管ダクトは，耐震重要施設及び常設重

大事故等対処設備である原子炉補機冷却海水系配管，高圧炉心

スプレイ補機冷却海水系配管を間接支持しており，支持機能が

要求される。 

原子炉機器冷却海水配管ダクトは延長6.1m，内空幅2.1m～

3.35m，内空高さ6.7mの鉄筋コンクリート造の四連地下ダクト

で，延長方向に断面の変化がない線状構造物である（別添6-7 

図，別添6-8 図）。 

よって，二次元地震応答解析により耐震評価を行う上で，構

造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，構造物の応

答が耐震評価上最も厳しくなると考えられる断面を評価対象断

面として選定する。 

 

 

 

 

 

 

別添6-6図 原子炉機器冷却海水配管ダクト配置図 

 

2.2 取水槽 

取水槽の配置図を第6－2－2図に，設置される浸水防止設備や

津波監視設備の配置図を第6－2－3図～第6－2－4図に，平面図を

第6－2－5図に，縦断図を第6－2－6図に，断面図を第6－2－7図

～第6－2－10図に，地質断面図を第6－2－11図～第6－2－12図

に，岩級断面図を第6－2－13図～第6－2－14図にそれぞれ示す。 

取水槽は，Ｓクラス設備である原子炉補機海水ポンプ等の間接

支持機能と，非常用取水設備としての通水機能及び浸水防護重点

化範囲の保持および内部溢水影響評価から止水機能が要求され

る。 

浸水防護重点化範囲を保持するために止水機能が求められる

部位は，ポンプ室に設置される中床版（EL+1.1ｍ），スクリーン

室に設置される中床版（EL+4.0ｍ）及びスクリーン室南側の除じ

ん機エリア防水壁の位置に設置される中壁（EL+1.1ｍ～EL+8.8

ｍ）である。また，内部溢水影響評価から止水機能が求められる

部位は，ポンプ室の海水ポンプエリア水密扉を設置する中壁

（EL+1.1ｍ～EL+8.8ｍ）である。 

取水槽はストレーナ室，ポンプ室，スクリーン室及び漸拡ダク

ト部に大別される，延長47.25m，幅34.95m，高さ20.5mの鉄筋コ

ンクリート造の地中構造物である。 

取水槽はCM級以上の岩盤に直接支持されている。 

取水槽は，通水方向と平行に配置される壁部材が多いため，通

水方向が強軸となり，通水直交方向が弱軸となる。 

取水槽の弱軸方向断面では，配筋を含め構造的特徴が概ね同様

である範囲を踏まえ，加振方向と平行に配置される壁の影響を考

慮するため，壁間の幅を耐震評価候補断面とする。 

 

 

第6－2－2図 取水槽 配置図 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

取水槽
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第6-2-1図 6号及び7号炉取水路 平面図 別添6-7図 原子炉機器冷却海水配管ダクト平面図 

第6－2－3図 取水槽 設置される設備の配置図（縦断図） 

第6－2－4図 取水槽 設置される設備の配置図（平面図） 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

単位：mm

②

②

③

③

④

④

▽EL+1100

▽EL-9800 ▽EL-9700

▽EL+4000

取水槽水位計 除じん機エリア防水壁

取水管立入ピット閉止板

海水ポンプ
エリア
水密扉

MMR
※

MMR
※

ポンプ室 スクリーン室

取水管

①

① ※ MMR（マンメイドロック）

タ
ー
ビ
ン
建
物

除じん機エリア水密扉

ストレーナ室 漸拡ダクト部

ー

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

ポンプ室 スクリーン室

通水方向

ストレーナ室 漸拡ダクト部

:除じん機エリア防水壁
:海水ポンプエリア水密扉
:除じん機エリア水密扉
:取水管立入ピット閉止板
:取水槽床ドレン逆止弁
:止水機能が求められる部位（浸水防護）
:止水機能が求められる部位（内部溢水）

凡例
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第6-2-1表 6号炉取水路 構造諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6-2-2図 6号炉取水路 縦断図 

 

 

 

 

 

第6-2-2表 7号炉取水路 構造諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添6-8図 原子炉機器冷却海水配管ダクト断面図（A-A） 

 

 

別添6-9図 原子炉機器冷却海水配管ダクト掘削図 

 

別添6-10図 原子炉機器冷却海水配管ダクト地質断面図（A-A） 

 

 

 

  

第6－2－5図 取水槽 平面図 

 

 

第6－2－6図 取水槽 縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 

第6－2－7図 取水槽 断面図（①－①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプ室 スクリーン室

単位：mm

⑤

⑤

通水方向

海水ポンプ

：通水方向と平行に配置される壁部材

凡例

ストレーナ室 漸拡ダクト部

①

①

②

②

③

③

④

④

ポンプ室 スクリーン室

①

①

②

②

通水方向

：通水方向と直交する方向に配置される壁部材

凡例

単位：mm

ストレーナ室 漸拡ダクト部

③

③

④

④

⑤

⑤

ポンプ室 スクリーン室

単位：mm②

②

③

③

④

④

▽EL+1100

▽EL-9800 ▽EL-9700

▽EL+4000

取水管MMR

MMR

①

①

ストレーナ室 漸拡ダクト部

ー

単位：mm
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第6-2-3図 7号炉取水路 縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6-2-4図 6号及び7号炉取水路 断面図 

 

 

 

別添6-11図 原子炉機器冷却海水配管ダクト地質断面図（B-B） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－8図 取水槽 断面図（②－②断面） 

 

 
第6－2－9図 取水槽 断面図（③－③断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－10図 取水槽 断面図（④－④断面） 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

単位：mm

除じん機エリア防水壁

単位：mm
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第6－2－11図 取水槽 地質断面図（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－12図 取水槽 地質断面図（③－③断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約33m

埋戻土
（掘削ズリ）

約
1
9
m

取水槽

EL+8.8m

MMR

EL+1.1m

EL-9.8m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

約33m

埋戻土
（掘削ズリ）

約
1
9
m

取水槽
EL+8.8m

MMR

EL-9.7m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）
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第6－2－13図 取水槽 岩級断面図（②－②断面） 

 

 

第6－2－14図 取水槽 岩級断面図（③－③断面） 

 

取水槽について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及

び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

【取水槽の各部位における要求機能および耐震評価条件につい

て】 

 取水槽の弱軸方向断面において加振方向と平行に配置される

壁（以降，妻壁と呼ぶ）を含む各部位の耐震評価は，基準地震動

Ｓｓによる地震応答解析を実施し，各部位に生じる応力度等が許

容限界を超えないことを確認する。各部位の許容限界について，

取水槽には第6－2－15図，第6－2－16図に示すとおり止水機能が

求められる部位があり，その他の部位では通水機能や支持機能が

求められ，部位ごとに要求機能が異なる。したがって，各要求機

能に対する目標性能を第6－2－1表のとおり整理し，目標性能毎

に許容限界を設定する。なお，妻壁は次頁に示すとおり等価剛性

としてモデル化し，弱軸方向加振において耐震壁としての役割を

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では取水槽

の各部位における耐震

評価の考え方について

記載している。 

 

 

 

 

 

 

埋戻土
（掘削ズリ）

取水槽

EL+8.8m

MMR

EL+1.1m

EL-9.8m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

CM級以上

:岩相境界線

凡例

埋戻土
（掘削ズリ）

取水槽
EL+8.8m

MMR

EL-9.7m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

CM級以上

:岩相境界線

凡例
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担うことから，妻壁を耐震壁と見なし，「鉄筋コンクリート構造

計算規準・同解説－許容応力度設計法－（日本建築学会，1999）」

（以下，「ＲＣ規準」という。）に準拠した耐震評価を行う。ＲＣ

規準では，耐震壁に生じるせん断力（面内せん断）に対して，コ

ンクリートのみで負担できるせん断耐力と，鉄筋のみで負担でき

るせん断耐力のいずれか大きい方を鉄筋コンクリートのせん断

耐力として設定する。したがって，壁部材に生じるせん断力がコ

ンクリートのみで負担できるせん断力以下であれば，鉄筋による

せん断負担はなく鉄筋には応力が発生しないものとして取り扱

う。 

 

 

第6－2－15図 取水槽 止水機能が求められる部位（縦断図（⑤

－⑤断面）） 

 

 

第6－2－16図 取水槽 止水機能が求められる部位（平面図） 

 

第6－2－1表 要求機能に応じた許容限界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

▽EL+1100

▽EL-9800 ▽EL-9700

▽EL+4000

MMR

MMR

ポンプ室 スクリーン室

取水管

タ
ー
ビ
ン
建
物

ストレーナ室 漸拡ダクト部

ー

:止水機能が求められる妻壁（浸水防護）

:止水機能が求められる妻壁（内部溢水）

:止水機能が求められる中床版

凡例

単位：mm

⑤

⑤

ポンプ室 スクリーン室

通水方向

ストレーナ室 漸拡ダクト部

:止水機能が求められる妻壁（浸水防護）

:止水機能が求められる妻壁（内部溢水）

:止水機能が求められる中床版

凡例

要求機能
要求機能に対する

目標性能

許容限界
解析手法 解析モデル

曲げ せん断

通水機能 終局状態に至らない 限界層間変形角又は圧縮縁コンクリート限界ひずみ せん断耐力

時刻歴応答解析
地質データに基づく
FEMモデル

止水機能
鉄筋が降伏しない
発生せん断力がせん断耐力以下

圧縮ひずみ：コンクリートの圧縮強度に対応するひずみ
主筋ひずみ：鉄筋の降伏強度に対応するひずみ

せん断耐力

支持機能 終局状態に至らない 限界層間変形角又は圧縮縁コンクリート限界ひずみ せん断耐力
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【取水槽の妻壁における2次元等価剛性モデルの適用】 

2次元FEMモデルを用いた基準地震動Ssによる地震応答解析を

実施し耐震評価を実施するが，妻壁の拘束効果を期待する取水槽

については，先行プラントの審査実績を踏まえて，構造物と地盤

の相互作用により発生する土圧を正しく評価するため，妻壁の剛

性を考慮した２次元モデルでモデル化する。各妻壁で要求機能及

び支持される設備の種類や設置状況が異なる場合は，妻壁間の幅

をモデル化範囲とすることにより，要求機能等に応じた妻壁毎の

耐震評価が可能である。ただし，妻壁から対象とする断面までの

距離に依存して拘束効果が減少することや，妻壁の非線形性の有

無，妻壁との接合部における応力集中を確認する必要があること

から， 3次元モデルによる検討を実施する。2次元モデル及び3次

元モデルの概念図を第6－2－2－17図に示す。 

 

 

第6－2－17図 2次元モデル及び3次元モデルの概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では取水槽

の妻壁におけるモデル

化方針やモデル化の適

用に当たっての検証方

法について記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加振方向
（弱軸方向）

側壁・隔壁

妻壁

モデル化範囲

妻壁（等価剛性）

側壁・隔壁
側壁・隔壁

２次元

加振方向
（弱軸方向）

側壁・隔壁

妻壁

妻壁の拘束効果の減少

応力が集中
する部位

３次元

妻壁を有する構造物

２次元モデル

3次元モデル
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３．軽油タンク基礎 

軽油タンク基礎の平面図及び断面図について，6 号炉を第6-3-1

図に，7 号炉を第6-3-2図に示す。 

軽油タンク基礎は，鉄筋コンクリート造の基礎版が杭を介して

西山層に支持される地中構造物である。 

軽油タンク基礎は比較的単純な基礎構造物であり，評価対象断

面方向に一様な構造となっている。また，基礎版及び杭の周辺に

は地盤改良を実施しているため，周辺の地盤が構造物に与える影

響はどの断面も大きな差はないと考えられる。 

軽油タンク基礎の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地

盤条件も考慮して，耐震安全上厳しくなる断面について基準地震

動Ssによる耐震評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 排気筒連絡ダクト（土砂部，岩盤部） 

排気筒連絡ダクトの配置図を別添6-12 図に，平面図を別添

6-13 図に，断面図を別添6-14 図，別添6-15 図に，掘削図を別

添6-16 図に，地質断面図を別添6-17 図，別添6-18 図，別添6-19 

図にそれぞれ示す。排気筒連絡ダクトは，耐震重要施設及び常

設重大事故等対処設備である非常用ガス処理系配管を間接支持

しており，支持機能が要求される。 

排気筒連絡ダクトは原子炉建屋と排気筒を結ぶ，延長約

187.5m，内空   の鉄筋コンクリート造の地下トンネル構造物

であり，円形トンネルの岩盤部と幌形トンネルの土砂部にて構

成され，それぞれの区間で延長方向に断面の変化がない線状構

造物である（別添6-13 図，別添6-14 図，別添6-15 図）。 

よって，二次元地震応答解析により耐震評価を行う上で，構

造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，構造物の応

答が耐震評価上最も厳しくなると考えられる断面を評価対象断

面として選定する。 

 

 

 

 

 

別添6-12図 排気筒連絡ダクト配置図 

 

 

 2.3 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎（地中部及び半地下部）の配置

図を第 6－2－18 図に，平面図を第 6－2－19 図に，縦断図を第 6

－2－20 図に，断面図を第 6－2－21 図～第 6－2－22 図に，地質

断面図を第 6－2－23図に，岩級断面図を第 6－2－24図にそれぞ

れ示す。 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎は，Ｓクラス設備である非常用

ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク等の間接支持機

能が要求される。 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎は，延長約 20m，幅約 19m，高

さ約 7mの鉄筋コンクリート造の地中及び半地下構造物である。 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎は，CM級以上の岩盤に直接支持

されている。 

長辺方向（地中部は南北方向，半地下部は東西方向）に加振し

た場合は，加振方向に直交する方向の構造物の長さに対する加振

方向と平行に配置される壁の厚さの割合が大きくなるので，長辺

方向が強軸となり，短辺方向（地中部は東西方向，半地下部は南

北方向）が弱軸となる。 

 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎の弱軸方向断面では，配筋を含

め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震

評価候補断面とする。 

 

第 6－2－18図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 配置図 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎
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第6-3-1図 6号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6-3-2図 7号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添6-13図 排気筒連絡ダクト平面図 

 

 

 

別添6-14図 排気筒連絡ダクト 別添6-15図 排気筒連絡ダクト    

断面図（岩盤部，A-A）     断面図（土砂部，B-B） 

 

 
別添6-16図 排気筒連絡ダクト掘削図 

 

 

第6－2－19図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 平面図 

 

 

 

第6－2－20図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 縦断図（③－③

断面） 

 

 

 

第 6－2－21図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 断面図 

（①－①断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
辺

方
向

（
地

中
部

）

① ①

単位：mm

③

③

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

長辺方向
（半地下部）

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

ディーゼル燃料
貯蔵タンク

半地下部地中部
単位：mm

単位：mm

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

24



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添6-17図 排気筒連絡ダクト地質断面図（縦断） 

 

 

 

別添6-18図 排気筒連絡ダクト地質断面図（岩盤部，A-A） 

 

 

別添6-19図 排気筒連絡ダクト地質断面図（岩盤部，B-B） 

 

 

 

 

第 6－2－22図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 断面図 

（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－2－23図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 地質断面図 

（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－24図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 岩級断面図

（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EL+15.0m

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

EL+9.35m

MMR MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

:岩相境界線

凡例

CM級以上
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４．燃料移送系配管ダクト 

燃料移送系配管ダクトの平面図，断面図及び縦断図について，6

号炉を第6-4-1図に，7号炉を第6-4-2図に示す。 

6号炉燃料移送系配管ダクトは，軽油タンク側は鉄筋コンクリー

ト造のダクトが杭を介して，6号炉原子炉建屋側はマンメイドロッ

クを介して西山層に支持される地中構造物である。7号炉燃料移送

系配管ダクトは，鉄筋コンクリート造のダクトが杭を介して西山

層に支持される地中構造物である。また，6号及び7号炉ともにダ

クト及び杭の周辺には地盤改良を実施している。 

燃料移送系配管ダクトの縦断方向（軸方向）は，ダクト部の加

振方向と平行に配置される側壁及び隔壁を耐震設計上見込むこと

ができるため，強軸方向となる。一方，横断方向（軸方向に対し

直交する方向）は，加振方向と平行に配置される構造部材がない

ことから，弱軸方向となる。 

燃料移送系配管ダクトの耐震評価は，構造物の構造的特徴や周

辺の地盤条件も考慮して，構造の安全性に支配的な弱軸方向であ

る横断方向断面のうち，耐震安全上厳しくなる断面について基準

地震動Ssによる耐震評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 軽油タンク連絡ダクト 

軽油タンク連絡ダクトの配置図を別添6-20 図に，平面図を別

添6-21 図，別添6-22 図に，断面図を別添6-23 図に，縦断図を

別添6-24 図に，掘削図を別添6-25 図に，地質断面図を別添6-26 

図，別添6-27 図にそれぞれ示す。 

軽油タンク連絡ダクトは耐震重要施設及び常設重大事故等対

処設備である燃料移送系配管を間接支持しており，支持機能が

要求される。 

軽油タンク連絡ダクトは原子炉建屋と軽油タンク室を結ぶ，

延長約52.3m，内空幅1.25m，内空高さ2m の鉄筋コンクリート造

の二連地下ダクトで，延長方向に断面の変化が小さい線状構造

物である。 

よって，二次元地震応答解析により耐震評価を行う上で，構

造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，構造物の応

答が耐震評価上最も厳しくなると考えられる断面を評価対象断

面として選定する。 

 

 

 

 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎について，間接支持する設備，

構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評

価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 2.4 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽の配置図を第 6－2－25図に，

平面図を第 6－2－26図に，縦断図を第 6－2－27図に，断面図を

第 6－2－28 図～第 6－2－29 図に，地質断面図を第 6－2－30 図

～第 6－2－31 図に，岩級断面図を第 6－2－32 図～第 6－2－33

図にそれぞれ示す。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽は，常設重大事故等対処設備

である低圧原子炉代替注水ポンプ等の間接支持機能が要求され

る。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽は，延長 26.6m，幅 13.4m，

高さ 16.0m 又は 19.6m の鉄筋コンクリート造の地中構造物であ

る。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽は，CM級以上の岩盤に直接支

持されている。 

長辺方向（東西方向）に加振した場合は，加振方向に直交する

方向の構造物の長さに対する加振方向と平行に設置される壁の

厚さの割合が大きくなるので，長辺方向が強軸となり，短辺方向

（南北方向）が弱軸となる。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽の弱軸方向断面では，配筋を

含め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐

震評価候補断面とする。 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違による

記載内容の相違。 
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第6-4-1図 6号炉燃料移送系配管ダクト  

平面図・断面図・縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6-4-2図 7号炉燃料移送系配管ダクト  

平面図・断面図・縦断図 

 

 

 

 

別添6-20図 軽油タンク連絡ダクト配置図 

 

 

 

 

別添6-21図 軽油タンク連絡ダクト平面図 

 

 

第 6－2－25図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽  

配置図 

 

 

 

 

第 6－2－26図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽  

平面図 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽
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 Ｎ 
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別添6-22図 軽油タンク連絡ダクト平面図（詳細） 

 

 

 

別添6-23図 軽油タンク連絡ダクト断面図（標準部，D-D） 

 

 

別添6-24図 軽油タンク連絡ダクト縦断図（E-E） 

 

 

 

 

 
第 6－2－27図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

 縦断図（③－③断面） 

 

第 6－2－28図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽  

断面図（①－①断面） 

 

 

第 6－2－29図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽  

断面図（②－②断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-25図 軽油タンク連絡ダクト掘削図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－2－30図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 地質断面図

（①－①断面） 

 

 

 

 

 

第 6－2－31図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 地質断面図

（②－②断面） 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-26図 軽油タンク連絡ダクト地質断面図（A-A） 

 

 

別添6-27図 軽油タンク連絡ダクト地質断面図（B-B） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－32図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 岩級断面図

（①－①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－33図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 岩級断面図

（②－②断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽について，間接支持する設

備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐

震評価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

５． 海水貯留堰 

海水貯留堰の平面図を第6-5-1図に，断面図を第6-5-2図に示す。 

 

海水貯留堰は，取水口前面の海中に設置する鋼管矢板を連結し

た構造物であり，取水護岸に接続している。また，鋼管矢板は，

西山層若しくは古安田層洪積粘性土層に直接設置される。 

 

海水貯留堰の縦断方向（軸方向）は，加振方向に隣接する鋼管

矢板を耐震設計上見込むことができるため，強軸方向となる。一

方，横断方向（軸方向に対し直交する方向）は，加振方向に隣接

する鋼管矢板がないことから，弱軸方向となる。 

 

海水貯留堰の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条

件も考慮して，構造の安全性に支配的な弱軸方向である横断方向

断面のうち，耐震安全上厳しくなる断面について基準地震動Ssに

よる耐震評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6-5-1図 6号及び7号炉海水貯留堰 平面図 

 

 

第6-5-1図 6号及び7号炉海水貯留堰 平面図 

 

 

 

 

 

第6-5-2図 6号及び7号炉海水貯留堰 断面図 

 

 

 

 

2.5 取水路（標準部，漸拡部） 

取水路の配置図を別添6-28 図に，平面図を別添6-29 図に，

断面図を別添6-30図，別添6-31 図に，掘削図を別添6-32 図に，

地質断面図を別添6-33 図，別添6-34 図，別添6-35 図にそれぞ

れ示す。 

取水路は非常用取水設備であり，通水機能及び貯水機能が要

求される。 

取水路は，取水口と海水ポンプ室を結ぶ，延長119.9m の鉄筋

コンクリート造の地下水路であり，内空幅   ，内空高さ   の

二連カルバート構造で断面一様である標準部と，四連カルバー

ト構造で，下流に向かって内空幅      ，内空高さ     まで断

面が拡幅する漸拡部より構成され，延長方向に断面の変化が小

さい線状構造物である（別添6-29 図，別添6-30 図，別添6-31 

図）。 

よって，二次元地震応答解析により耐震評価を行う上で，構

造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，構造物の応

答が耐震評価上最も厳しくなると考えられる断面を評価対象断

面として選定する。 

 

 

 

 

別添6-28図 取水路配置図 

 

 2.5 第 1ベントフィルタ格納槽 

第 1 ベントフィルタ格納槽の配置図を第 6－2－34 図に，平面

図を第 6－2－35 図に，縦断図を第 6－2－36 図に，断面図を第 6

－2－37 図～第 6－2－38 図に，地質断面図を第 6－2－39 図～第

6－2－40図に，岩級断面図を第 6－2－41図～第 6－2－42図にそ

れぞれ示す。 

第 1ベントフィルタ格納槽は，常設重大事故等対処設備である

第１ベントフィルタスクラバ容器等の間接支持機能及び遮蔽機

能が要求される。 

第 1ベントフィルタ格納槽は，延長 24.6m，幅 13.4m，高さ 14.0m

～18.7mの鉄筋コンクリート造の地中構造物である。 

第１ベントフィルタ格納槽は MMR（マンメイドロック）を介し

て CM級以上の岩盤に支持されている。 

長辺方向（東西方向）に加振した場合は，加振方向と直交する

方向の構造物の長さに対する加振方向に平行に配置される壁の

割合が大きくなるので，長辺方向が強軸となり，短辺方向（南北

方向）が弱軸となる。 

 第１ベントフィルタ格納槽の弱軸方向断面では，配筋を含め構

造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震評価

候補断面とする。 

 

 

第 6－2－34図 第 1ベントフィルタ格納槽 配置図 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ベントフィルタ格納槽

 Ｎ 
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別添6-29図 取水路平面図 

 

 

 

 

 

 

別添6-30図 取水路断面図（標準部，C-C） 

 

 

 

 

 
第 6－2－35図 第 1ベントフィルタ格納槽 平面図 

 

 

 

第 6－2－36図 第 1ベントフィルタ格納槽 縦断図 

（③－③断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-31図 取水路断面図（漸拡部，D-D） 

 

 

別添6-32図 取水路掘削図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－2－37図 第１ベントフィルタ格納槽 断面図 

（①－①断面） 

 

 

第 6－2－38図 第１ベントフィルタ格納槽 断面図 

（②－②断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-33図 取水路地質断面図（C-C） 

 

 

 

別添6-34図 取水路地質断面図（D-D） 

 

 

第 6－2－39図 第１ベントフィルタ格納槽 地質断面図 

（①－①断面） 

 

 

 

 

 
 

第 6－2－40図 第１ベントフィルタ格納槽 地質断面図 

（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-35図 取水路地質断面図（縦断） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－41図 第１ベントフィルタ格納槽 岩級断面図（①－①

断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－42図 第１ベントフィルタ格納槽 岩級断面図（②－②

断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第１ベントフィルタ格納槽について，間接支持する設備，構造

的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候

補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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６．第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用

燃料タンク基礎 

第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃

料タンク基礎の平面図を第6-6-1図に，断面図を第6-6-2図に示す。 

第一ガスタービン発電機基礎は，鉄筋コンクリート造の基礎版

が杭を介して西山層に支持される地中構造物である。 

第一ガスタービン発電機基礎は比較的単純な基礎構造物であ

り，評価対象断面方向に一様な構造となっている。また，基礎版

及び杭の周辺には地盤改良を実施しているため，周辺の地盤が構

造物に与える影響はどの断面も大きな差はないと考えられる。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎は，鉄筋コンクリー

ト造のピットが杭を介して西山層に支持される地中構造物であ

る。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎は比較的単純な基礎

構造物であり，評価対象断面方向に一様な構造となっている。ま

た，ピット及び杭の周辺には地盤改良を実施しているため，周辺

の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大きな差はないと考え

られる。 

第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃

料タンク基礎の耐震評価は，構造物の構造的特徴や周辺の地盤条

件も考慮して，耐震安全上厳しくなる断面について基準地震動Ss

による耐震評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 海水ポンプ室 

海水ポンプ室の配置図を別添6-36 図に，平面図を別添6-37 

図に，断面図を別添6-38 図，別添6-39 図に，掘削図を別添6-40 

図に，地質断面図を別添6-41 図，別添6-42 図にそれぞれ示す。 

海水ポンプ室は，耐震重要施設及び常設重大事故等対処設備

である原子炉補機冷却海水ポンプ等の間接支持機能と，非常用

取水設備として通水機能及び貯水機能，浸水防止のための止水

機能が要求される。 

海水ポンプ室は，延長77m，幅32.5m，高さ28.4m の鉄筋コン

クリート造の地中構造物であり，上流側より，スクリーンエリ

ア，補機ポンプエリア，循環水ポンプエリアの３つのエリアに

て構成され，構造物の断面が延長方向で異なり，加振方向に平

行に配置される妻壁や隔壁等の面部材を有する箱形構造物であ

る（別添6-37 図，別添6-38 図，別添6-39 図）。 

よって，構造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，

三次元モデルに作用させる荷重を適切に評価することが可能な

断面を直交する2 方向から評価対象断面として選定する。 

 

 

 

別添6-36図 海水ポンプ室配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 2.6 緊急時対策所用燃料地下タンク 

緊急時対策所用燃料地下タンクの配置図を第 6－2－43 図に，

平面図を第 6－2－44図に，縦断図を第 6－2－45図に，断面図を

第 6－2－46図に，地質断面図を第 6－2－47図に，岩級断面図を

第 6－2－48図にそれぞれ示す。 

緊急時対策所用燃料地下タンクは，常設重大事故緩和設備であ

り，鉄筋コンクリート躯体及びライナ（鋼製タンク）で構成され，

非常用発電装置に係る燃料の貯蔵が要求される構造物である。な

お，要求性能を期待する部位は，鉄筋コンクリート躯体及びライ

ナ（鋼製タンク）である。 

緊急時対策所用燃料地下タンクは，延長 12.8m，幅 3.85m，高

さ 3.9mの鉄筋コンクリート造の地中構造物である。 

緊急時対策所用燃料地下タンクは，CM級以上の岩盤に直接支持

されている。 

長辺方向（東西断面）に加振した場合は，加振方向と直交する

方向の構造物の長さに対する加振方向と平行に配置される壁の

割合が大きくなるので，長辺方向が強軸となり，短辺方向（南北

方向）が弱軸となる。 

緊急時対策所用燃料地下タンクの弱軸方向断面では，配筋を含

め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震

評価候補断面とする。 

 

 

第 6－2－43図 緊急時対策所用燃料地下タンク 配置図 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急時対策所用燃料地下タンク

 Ｎ 
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第6-6-1図 第一ガスタービン発電機及び 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6-6-2図 第一ガスタービン発電機及び 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 断面図（1/2） 

 

 

 

別添6-37図 海水ポンプ室平面図 

 

 

 

別添6-38図 海水ポンプ室縦断図（A-A） 

 

 

 

 

別添6-39図 海水ポンプ室断面図（B-B） 

 

 

 

第 6－2－44図 緊急時対策所用燃料地下タンク 平面図 

 

 

第 6－2－45図 緊急時対策所用燃料地下タンク 縦断図 

（②－②断面） 

 

 

 

第 6－2－46図 緊急時対策所用燃料地下タンク 断面図 

（①－①断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違による

記載内容の相違。 
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第6-6-2図 第一ガスタービン発電機及び 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎 断面図（2/2） 

 

 

 

 

 

別添6-40図 海水ポンプ室掘削図 

 

 

別添6-41図 海水ポンプ室地質断面図（A-A） 

 

 

 

 

別添6-42図 海水ポンプ室地質断面図（B-B） 

 

 

 

第 6－2－47図 緊急時対策所用燃料地下タンク  

地質断面図（①－①断面） 

 

 

第 6－2－48図 緊急時対策所用燃料地下タンク  

岩級断面図（①－①断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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:岩相境界線

凡例
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緊急時対策所用燃料地下タンクについて，間接支持する設備，

構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評

価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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2.7 軽油タンク室，軽油タンク室（H） 

軽油タンク室及び軽油タンク室（H）の配置図を別添6-43 図

に，平面図を別添6-44 図に，断面図を別添6-45 図，別添6-46 

図，別添6-47 図に，掘削図を別添6-48図に，地質断面図を別添

6-49 図，別添6-50 図，別添6-51 図にそれぞれ示す。 

軽油タンク室は耐震重要施設及び常設重大事故等対処設備で

ある軽油タンクや燃料移送系ポンプを間接支持しており，支持

機能が要求される。軽油タンク室（H）は耐震重要施設及び常設

重大事故等対処設備である軽油タンクを間接支持しており，支

持機能が要求される。 

軽油タンク室は，幅32.4m（東西方向）×20.7m（南北方向），

高さ6.8m の鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，構造物の

断面が延長方向で異なり，加振方向に平行に配置される妻壁や

隔壁等の面部材を有する箱形構造物である（別添6-44 図，別添

6-45 図，別添6-46 図）。また，軽油タンク室（H）は，幅9.3m

（東西方向）×18.1m（南北方向），高さ10.25m の鉄筋コンクリ

ート造の地中構造物であり※，加振方向に平行に配置される妻

壁を有する箱形構造物である（別添6-44 図，別添6-46図，別添

6-47 図）。 

よって，構造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，

三次元モデルに作用させる荷重を適切に評価することが可能な

断面を直交する2 方向から評価対象断面として選定する。 

 

※：軽油タンク室（H）の設計進捗により，形状等が変更となる

可能性がある。 

 

別添6-43図 軽油タンク室，軽油タンク室（H）配置図 

2.7 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）の配置図を第6－2－

49図に，平面図を第6－2－50図に，縦断図を第6－2－51図に，断

面図を第6－2－52図～第6－2－55図に，地質断面図を第6－2－56

図に，地質縦断図を第6－2－57図に，岩級縦断図を第6－2－58図

にそれぞれ示す。 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）は，Ｓクラス設備で

ある非常用ガス処理系配管・弁等の間接支持機能が要求される。 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）は，延長約20mの鉄

筋コンクリート造の地中構造物であり，幅6.7m，高さ3.1mの２連

のボックスカルバート構造，幅6.2m，高さ3.6mのボックスカルバ

ート構造に大別される延長方向に断面の変化が小さい線状構造

物である（第6－2－52図～第6－2－55図）。 

 間接支持する配管の管軸方向と平行に配置される壁部材が多

いので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となる。 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）はMMRを介してCM級

以上の岩盤に支持されている。 

 

 

第6－2－49図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 配置

図 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）
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別添6-44図 軽油タンク室，軽油タンク室（H）平面図 

 

 

 

別添6-45図 軽油タンク室断面図（A-A） 

 

 

別添6-46図 軽油タンク室，軽油タンク室（H）断面図（C-C） 

 

 

第6－2－50図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 平面

図 

 

第6－2－51図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 縦断

図（⑤－⑤断面） 

 

第6－2－52図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 縦断

図（①－①断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-47図 軽油タンク室（H）断面図（D-D） 

 

 

 
 

別添6-48図 軽油タンク室，軽油タンク室（H）掘削図 

 

 

別添6-49図 軽油タンク室地質断面図（A-A） 

 

第6－2－53図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面図

（②－②断面） 

 

 

第6－2－54図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面図

（③－③断面） 

 

 

第6－2－55図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面図

（④－④断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-50図 軽油タンク室，軽油タンク室（H）地質断面図（C-C） 

 

 

 

別添6-51図 軽油タンク室（H）地質断面図（D-D） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－56図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）地質断

面図（③－③断面） 

 

 

第6－2－57図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）地質縦

断図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－58図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）岩級縦

断図（⑤－⑤断面） 

 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）について，間接支持

する設備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏ま

えた耐震評価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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【屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）の3次元モデルによ

る耐震評価】 

第6－2－59図～第6－2－61図に示すように，屋外配管ダクト

（タービン建物～排気筒）の底版の一部が，下位クラス施設であ

る屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）の頂版の一部と一体

化している範囲があることから，当該部位のような複雑な構造に

おける立体的な作用荷重を精緻に評価するため，2次元FEMモデル

による耐震評価に加えて，3次元モデルによる検討を実施する。 

 

 

第6－2－59図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）平面図 

 

 

第6－2－60図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面図

（①－①断面） 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外配

管ダクト（タービン建物

～排気筒）におけるモデ

ル化を含めた耐震評価

の考え方を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

②

②

 Ｎ 

①

管軸方向

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

①

:3次元モデル範囲

:屋外配管ダクト一体化部

凡例

排気筒

▽EL+8800

W→←E

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）

19690

3
6
0
0

▽EL+8500

単位：mm

:3次元モデル範囲

:屋外配管ダクト一体化部

凡例
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第6－2－61図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面図

（②－②断面） 

 

 

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）の一体化部は，上位

クラス施設である屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）を間

接支持する構造物であることから，屋外配管ダクト（タービン建

物～排気筒）と同じ要求機能を満足することを確認する。屋外配

管ダクト（タービン建物～放水槽）の一体化部の要求機能，目標

性能，許容限界等を第6－2－2表に示す。 

 

第6－2－2表 屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）の 

一体化部における耐震評価条件 

 

 

 

3次元モデル範囲は，屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

と屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）のそれぞれの構造目

地間とし，イメージを第6－2－62図に示す。 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外配

管ダクト（タービン建物

～排気筒）におけるモデ

ル化を含めた耐震評価

の考え方を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト
（タービン建物
～放水槽）

単位：mm

タービン建物

:3次元モデル範囲

:屋外配管ダクト一体化部

凡例

要求機能
要求機能に対する

目標機能
許容限界

解析手法 解析モデル
曲げ せん断

支持機能 終局状態に至らない 限界層間変形角又は圧縮縁コンクリート限界ひずみ せん断耐力 時刻歴応答解析
地質データに基づく
FEMモデル
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第6－2－62図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 

イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外配

管ダクト（タービン建物

～排気筒）におけるモデ

ル化を含めた耐震評価

の考え方を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

タービン建物
東

西
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2.8 取水口，貯留堰 

取水口及び貯留堰の配置図を別添6-52 図に，平面図を別添

6-53 図に，断面図を別添6-54 図，別添6-55 図，別添6-56 図

に，掘削図を別添6-57 図に，地質断面図を別添6-58 図，別添

6-59 図，別添6-60 図にそれぞれ示す。 

取水口は非常用取水設備であり通水機能及び貯水機能が要求

される。また，貯留堰は非常用取水設備及び津波防護施設であ

り通水機能及び貯水機能が要求される。 

取水口は鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，延長

11.5m，内空幅     ，内空高さ    の六連カルバート構造の標

準部と，延長28.3ｍで内空幅    ，内空高さ   の六連カルバー

トから内空幅     ，内空高さ   の二連カルバートに断面が縮

小する漸縮部より構成され，構造物の断面が延長方向で異なり，

加振方向に平行に配置される妻壁や隔壁等の面部材を有する箱

形構造物である（別添6-53 図，別添6-54 図，別添6-55 図，別

添6-56 図）。 

よって，構造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，三

次元モデルに作用させる荷重を適切に評価することが可能な断面

を直交する2 方向から評価対象断面として選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.8 燃料移送系配管ダクト 

燃料移送系配管ダクトの配置図を第6－2－63図に，平面図を第

6－2－64図に，縦断図を第6－2－65図に，断面図を第6－2－66図

～第6－2－67図に，地質断面図を第6－2－68図に，地質縦断図を

第6－2－69図に，岩級縦断図を第6－2－70図にそれぞれ示す。 

燃料移送系配管ダクトは，Ｓクラス設備である非常用ディーゼ

ル発電設備燃料移送系配管・弁の間接支持機能が要求される。 

燃料移送系配管ダクトは，延長12.6mの鉄筋コンクリート造の

地中構造物であり，幅2.7m，高さ3.55～4.25mのボックスカルバ

ート構造の延長方向に断面の変化が小さい線状構造物である（第

6－2－66図～第6－2－67図）。 

燃料移送系配管ダクトは，一部MMRを介してCM級以上の岩盤に

支持されている。 

間接支持する配管の管軸方向と直交する方向に配置される壁

部材が少ないので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となり，

管軸直交方向が弱軸となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-52図 取水口，貯留堰配置図 

 

 

 

 

別添6-53図 取水口，貯留堰平面図 

 

 

 

 

 

第6－2－63図 燃料移送系配管ダクト 配置図 

 

 

第6－2－64図 燃料移送系配管ダクト 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

燃料移送系配管ダクト

① ①

 Ｎ 

② ②

③

③

単位：mm

屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

復水貯蔵
タンク基礎
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別添6-53図 取水口断面図（標準部，A-A） 

 

 

 

別添6-55図 取水口断面図（漸縮部，B-B） 

 

 

別添6-56図 取水口，貯留堰縦断図（E-E） 

 

第6－2－65図 燃料移送系配管ダクト 縦断図（③－③断面） 

 

 

 

第6－2－66図 燃料移送系配管ダクト 断面図（①－①断面） 

 

 

 

第6－2－67図 燃料移送系配管ダクト 断面図（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

燃料移送系
配管ダクト

←S N→

▽EL+15000

単位：㎜

屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

折
れ
点

折
れ
点

単位：mm

燃料移送系
配管ダクト

単位：mm

燃料移送系
配管ダクト
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別添6-57図 取水口掘削図 

 

 

 

 

別添6-58図 取水口地質断面図（標準部，A-A） 

 

 

 

別添6-59図 取水口地質断面図（漸縮部，B-B） 

 

 

第6－2－68図 燃料移送系配管ダクト 地質断面図（①－①断

面） 

 

 

 

 

第6－2－69図 燃料移送系配管ダクト 地質縦断図（③－③断

面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-60図 取水口，貯留堰地質断面図（縦断，E-E） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－70図 燃料移送系配管ダクト 岩級縦断図（③－③断

面） 

 

 

燃料移送系配管ダクトについて，間接支持する設備，構造的特

徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断

面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

:岩相境界線

凡例
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2.9 復水貯蔵タンク基礎 

復水貯蔵タンク基礎の配置図を別添6-61 図に，平面図を別添

6-62 図に，断面図を別添6-63 図，別添6-64 図に，掘削図を別

添6-65 図に，地質断面図を別添6-66図，別添6-67 図にそれぞ

れ示す。 

復水貯蔵タンク基礎は，常設重大事故等対処設備である復水

貯蔵タンクを間接支持しており，支持機能が要求される。 

復水貯蔵タンク基礎は，幅26.75m（東西方向）×32.45m（南

北方向），高さ13.6mの鉄筋コンクリート造の地中構造物で，復

水貯蔵タンクを間接支持する基礎版と円筒形の遮蔽壁から構成

され，構造物の断面が延長方向で異なり，加振方向に平行に配

置される妻壁や隔壁等の面部材を有する箱形構造物である（別

添6-62 図，別添6-63 図，別添6-64 図）。 

よって，構造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，

三次元モデルに作用させる荷重を適切に評価することが可能な

断面を直交する2 方向から評価対象断面として選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添6-61図 復水貯蔵タンク基礎配置図 

 

 

 2.9 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）の配置図を第

6－2－71図に，平面図を第6－2－72図に，縦断図を第6－2－73図

に，断面図を第6－2－74図～第6－2－77図に，地質断面図を第6

－2－78図～第6－2－79図に，地質縦断図を第6－2－80図に，岩

級縦断図を第6－2－81図にそれぞれ示す。 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）は，Ｓクラス

設備である非常用ディーゼル発電設備燃料移送系配管・弁の間接

支持機能が要求される。 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）は，延長約62m

の鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，幅2.670m ～3.850m，

高さ3.739m ～4.246mのボックスカルバート構造の延長方向に断

面の変化が小さい線状構造物である（第6－2－74図～第6－2－77

図）。 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）はMMRを介し

てCM級以上の岩盤に支持されている。 

間接支持する配管の管軸方向と直交する方向に配置される壁

部材が少ないので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となり，

管軸直交方向が弱軸となる。 

 

 

 

第6－2－71図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

配置図 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～原子炉建物）
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別添6-62図 復水貯蔵タンク基礎平面図 

 

 

 

別添6-63図 復水貯蔵タンク基礎断面図（A-A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－72図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

平面図 

 

 

 

第6－2－73図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

第6－2－74図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（①－①断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-64図 復水貯蔵タンク基礎平面図 

 

 

別添6-65図 復水貯蔵タンク基礎掘削図 

 

 

別添6-66図 復水貯蔵タンク地質断面図（A-A） 

 

 

 

 

第6－2－75図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（②－②断面） 

 

 

第6－2－76図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（③－③断面） 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-67図 復水貯蔵タンク地質断面図（B-B） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－77図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（④－④断面） 

 

 

第6－2－78図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

地質断面図（②－②断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－79図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

地質断面図（④－④断面） 

 

 

第6－2－80図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

地質縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 
第6－2－81図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

岩級縦断図（⑤－⑤断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）について，間

接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点

を踏まえた耐震評価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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2.10 ガスタービン発電設備軽油タンク室 

ガスタービン発電設備軽油タンク室の配置図を別添6-68 図

に，平面図を別添6-69 図に，断面図を別添6-70 図，別添6-71 

図に，掘削図を別添6-72 図に，地質断面図を別添6-73 図，別

添6-74 図にそれぞれ示す。 

ガスタービン発電設備軽油タンク室は常設重大事故等対処

設備であるガスタービン発電設備軽油タンクを間接支持して

おり，支持機能が要求される。 

ガスタービン発電設備軽油タンク室は，幅20.3m（東西方向）

×22m（南北方向），高さ7.1m の鉄筋コンクリート造の地中構

造物で，構造物の断面が延長方向で異なり，加振方向に平行に

配置される妻壁や隔壁等の面部材を有する箱形構造物である 

（別添6-69 図，別添6-70 図，別添6-71 図）。 

 

よって，構造的特徴，周辺状況，地震力の特性等を考慮して，

三次元モデルに作用させる荷重を適切に評価することが可能

な断面を直交する2 方向から評価対象断面として選定する。 

 

 

 

 

別添6-68図 ガスタービン発電設備軽油タンク室配置図 

 

 

 

 

 

2.10 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガス

タービン発電機） 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）の配置図を第6－2－82図に，平面図を第6－2－83図

に，縦断図を第6－2－84図に，断面図を第6－2－85図～第6－2－

87図に，地質断面図を第6－2－88図に，地質縦断図を第6－2－89

図に，岩級縦断図を第6－2－90図にそれぞれ示す。 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）は，Ｓクラス設備であるガスタービン発電機用燃料

移送配管・弁の間接支持機能が要求される。 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）は，延長58.32m，幅2.8m，高さ1.8mの鉄筋コンクリ

ート造の地中構造物であり，延長方向に断面の変化がない線状構

造物である（第6－2－85～第6－2－87図）。 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）は，MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている。 

間接支持する配管の管軸方向と直交する方向に配置される壁

部材が少ないので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となり，

管軸直交方向が弱軸となる。 

 

 

第6－2－82図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 配置図 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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（ガスタービン発電機用軽油タンク～

ガスタービン発電機）

 Ｎ 
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別添6-69図 ガスタービン発電設備軽油タンク室配置図 

 

 

別添6-70図 ガスタービン発電設備軽油タンク室断面図（A-A） 

 

 

 

別添6-71図 ガスタービン発電設備軽油タンク室断面図（B-B） 

 

 

第6－2－83図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 平面図 

 

 

第6－2－84図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 縦断図（④－④断面） 

 

 

第6－2－85図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 断面図（①－①断面） 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-72図 ガスタービン発電設備軽油タンク室掘削図 

 

 

 

別添6-73図 ガスタービン発電設備軽油タンク室地質断面図

（A-A） 

 

 

別添6-74図 ガスタービン発電設備軽油タンク室地質断面図

（B-B） 

 

第6－2－86図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 断面図（②－②断面） 

 

 

第6－2－87図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 断面図（③－③断面） 

 

 

 

第6－2－88図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 地質断面図（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－89図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 地質縦断図（④－④断面） 

 

 

第6－2－90図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン

ク～ガスタービン発電機） 岩級縦断図（④－④断面） 

 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状

況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理

する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約55.7m

MMR

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～
ガスタービン発電機）

折
れ

点

折
れ

点

EL+45.95m
EL+47.25m

MMR

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～
ガスタービン発電機）

折
れ

点

折
れ

点

EL+45.95m
EL+47.25m

CM級以上

:岩相境界線

凡例

64



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

3. 津波防護施設の耐震評価における断面選定の考え方 

本章では，津波防護施設である，防潮堤，防潮壁及び取放水路

流路縮小工の断面選定の考え方を示す。なお，貯留堰の耐震評価

は，取水口と同じモデルで評価するため，取水口の断面選定の基

本方針に準ずる。 

別添6-75 図に津波防護施設の全体配置図を示す。 

なお，津波防護施設の設計においては，2011 年東北地方太平洋

沖地震による地殻変動に伴う，約1m の沈降を考慮する。 

 

 

別添6-75図 津波防護施設の全体配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7,女川 2】 

島根２号炉では津波

防護施設の断面選定の

考え方を「津波による損

傷の防止」で示すことと

している。 
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3.1 防潮堤 

防潮堤の平面図を別添6-76 図に，縦断図を別添6-77 図に示

す。防潮堤は，鋼管式鉛直壁（一般部），鋼管式鉛直壁（岩盤部）

及び盛土堤防に区分され，総延長は約800m，天端高さはO.P.+29m 

からなる。鋼管式鉛直壁（一般部），鋼管式鉛直壁（岩盤部）及

び盛土堤防の構造を別添6-78 図～別添6-82 図に示す。 

防潮堤は，屋外重要土木構造物等と同様の考え方に加え，各

部位の役割及び設計方針を踏まえ，津波に対する止水機能維持

も含めた耐震評価を行うため，耐震・耐津波評価を行う上で厳

しい断面を選定する。 

以下に断面選定に関連する評価上の留意点を示す。 

・延長方向に断面の変化がない線状構造物であり，屋外重要土

木構造物等の考え方に基づき，評価対象断面を選定する※。 

・鋼管式鉛直壁（一般部）と盛土堤防の境界部の断面を検討断

面として追加する。 

・止水機能の他に津波監視設備である津波監視カメラ（防潮堤

北側エリアに今後設置予定）を間接支持することとしており，

支持機能が要求される。床応答算出位置については，今後設

置予定の津波監視カメラの設計方針を踏まえ，必要に応じて

断面の追加を検討することとする。 

 

各部位の役割及び設計方針並びに評価上の留意点の詳細につ

いては，「津波による損傷の防止 添付資料２４ 防潮堤の設計方

針及び構造成立性評価結果について」に記載する。 

 

※：防潮堤の審査のうち設置許可段階における構造成立性評価

にて示した評価断面以外に，一次元地震応答解析結果を参

照し，必要に応じて検討断面を追加する。 

 

別添6-76図 防潮堤平面図 

2.11 取水口 

取水口の配置図を第6－2－91図に，平面図を第6－2－92図に，

断面図を第6－2－93図～第6－2－94図に，地質断面図を第6－2－

95図～第6－2－96図に，岩級断面図を第6－2－97図～第6－2－98

図にそれぞれ示す。 

取水口は，非常用取水設備であり，通水機能が要求される。 

取水口は，直径18.6m，高さ13mの基部をアンカーコンクリート

で巻き立てられた鋼製の構造物である。 

取水口はCM級以上の岩盤に直接支持されている。 

取水口は円筒状構造物であるため，強軸及び弱軸が明確ではな

い。 

 

 

第6－2－91図 取水口 配置図 

 

 

第6－2－92図 取水口 平面図 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

取水口

取水口Ⅰ

①，③

③

取水口Ⅱ

N

①

②

②
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別添6-77図 防潮堤縦断図（1-1’） 

 

 

別添6-78図 鋼管式鉛直壁（一般部）正面図 

 

 

別添6-79図 鋼管式鉛直壁断面図（一般部，A-A’） 

 

 

 

第6－2－93図 取水口Ⅰ 断面図（①－①断面） 

 

 

第6－2－94図 取水口Ⅰ 断面図（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－95図 取水口 地質断面図（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm
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取水管
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別添6-80図 鋼管式鉛直壁断面図（岩盤部，B-B’） 

 

 

別添6-81図 南側取付部詳細図 

 

 

 

 

 

 

第6－2－96図 取水口 地質断面図（③－③断面） 

 

 

第6－2－97図 取水口 岩級断面図（②－②断面） 

 

 

 

第6－2－98図 取水口 岩級断面図（③－③断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取水口Ⅰ

EL-22.0m

取水管

CM級以上

:岩相境界線

凡例
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点
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EL-22.0m

取水口Ⅱ
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別添6-82図 盛土堤防断面図（C-C’） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取水口について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及

び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理した。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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3.2 防潮壁（鋼製遮水壁（鋼板），鋼製遮水壁（鋼桁），鋼製扉，

RC 遮水壁） 

防潮壁の配置図を別添6-83 図に，縦断図を別添6-84 図，別

添6-85 図，別添6-86 図，別添6-87 図に示す。防潮壁は，総延

長は約680m，天端高さはO.P.+19.0m 又はO.P.+20.0m で，上部

工の構造形式により，鋼製遮水壁（鋼板），鋼製遮水壁（鋼桁），

鋼製扉及びRC 遮水壁に区分される。それぞれの構造概要を別添

6-88 図，別添6-89 図，別添6-90 図，別添6-91 図に示す。 

防潮壁は，鋼管杭と基礎フーチングからなる下部工と，構造

形式毎に鋼製又は鉄筋コンクリート製の上部工から構成され，

同一構造形式間の構造目地部や各構造形式間の接合部には変位

追従性を有する止水ジョイントを設置する津波防護施設であ

る。 

よって， 屋外重要土木構造物等と同様の考え方に加え，各部

位の役割及び設計方針を踏まえ，津波に対する止水機能維持も

含めた耐震評価を行うため，耐震・耐津波評価を行う上で厳し

い断面を選定する。 

以下に断面選定に関連する評価上の留意点を示す。 

・延長方向に断面の変化がない線状構造物である鋼製遮水壁（鋼

板）は，屋外重要土木構造物等の考え方に基づき，評価対象断

面を選定する。 

・鋼製遮水壁（鋼桁），鋼製扉及びRC 遮水壁は，構造諸元（上

部工の高さ，幅等）の異なる同一構造形式が複数個所に設置

されることから，一次元地震応答解析等を実施し，評価の代

表性が説明できる場合には，評価対象構造物の絞り込みを行

う。 

・なお，下部工と上部工で厳しい結果となる断面が異なる可能

性を踏まえ，上部工と下部工のそれぞれに与える影響を考慮

して，評価対象断面の選定及び評価対象構造物の絞り込みを

行う。 

・また，同一構造形式間の構造目地部や各構造形式間の接合部

に止水ジョイントを設置することとしており，地震時の変位

追従性を確認する必要があることから，地震応答解析結果等

から相対変位量が大きくなる箇所を変位量評価断面として抽

出する。 

各部位の役割及び設計方針並びに評価上の留意点の詳細につ

いては，「津波による損傷の防止 添付資料３３ 杭基礎構造防潮

壁の設計方針について」に記載する。 

2.12 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎の配置図を第6－2－99

図に，平面図を第6－2－100図に，断面図を第6－2－101～第6－2

－102図に，地質断面図を第6－2－103図に，岩級断面図を第6－2

－104図にそれぞれ示す。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は，常設重大事故等対処

設備であるガスタービン発電機用軽油タンク等の間接支持機能

が要求される。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は，幅18m×18mの鉄筋コ

ンクリート造の構造物である。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は，MMRを介してCM級以

上の岩盤に支持されている。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は正方形の直接基礎で

あるため，強軸及び弱軸が明確ではない。 

 

 

 

第6－2－99図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎

 Ｎ 
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別添6-83図 防潮壁配置図 

 

 

別添6-84図 防潮壁縦断図（２号炉海水ポンプ室，A-A’） 

 

 

別添6-85図 防潮壁縦断図（２号炉放水立坑，B-B’） 

 

 

 

第6－2－100図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 平面図 

 

 

 
第6－2－101図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 断面図

（①－①断面） 

 

 

第6－2－102図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 断面図

（②－②断面） 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎
N

①

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用
軽油タンク～ガスタービン発電機）

単位：mm

② ②

単位：mm

単位：mm
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別添6-86図 防潮壁縦断図（３号炉海水ポンプ室，C-C’） 

 

 

別添6-87図 防潮壁縦断図（３号炉放水立坑，D-D’） 

 

別添6-88図 鋼製遮水壁（鋼板）概要図 

 

第6－2－103図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 地質断

面図（①－①断面） 

 

 

 

第6－2－104図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 岩級断

面図（①－①断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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別添6-89図 鋼製遮水壁（鋼桁）概要図 

 

 

別添6-90図 鋼製扉概要図 

 
別添6-91図 RC遮水壁概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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3.3 取放水路流路縮小工 

取放水路流路縮小工の平面図を別添6-92 図に，構造図及び断

面図を別添6-93 図，別添6-94 図，別添6-95 図，別添6-96 図

に示す。 

取放水路流路縮小工は，CM 級岩盤内に設置された岩盤トンネル

である既設１号炉取放水路を縮小する形で設置する，直径  （取

水路）及び    （放水路），延長    （取水路）及び    （放水

路）のコンクリート製の躯体で，延長方向に断面の変化がない

線状構造物である(別添6-93 図，別添6-95 図)。 

二次元地震応答解析により耐震評価を行う上で，構造的特徴，

周辺状況，地震力の特性等を考慮して，構造物の応答が耐震評

価上最も厳しくなると考えられる位置を評価対象断面として選

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎について，間接支持する

設備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた

耐震評価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

2.13 取水管 

取水管の配置図を第6－2－105図に，平面図を第6－2－106図

に，縦断図を第6－2－107図に，輪谷湾周辺の底質分布を第6－2

－108図に，平面図（詳細図）を第6－2－109図に，断面図を第6

－2－110図～第6－2－111図に，地質断面図を第6－2－112～第6

－2－115図に，地質縦断図を第6－2－116図に，岩級縦断図を第6

－2－117図にそれぞれ示す。 

取水管は，非常用取水設備であり，通水機能が要求される。 

取水管は，取水口と取水槽を結ぶ，管径φ4,300mmの鋼製の構

造物であり，北側より，③－③断面（砕石），①－①断面（巻立

コンクリート）により構成され，通水方向に対して一様の断面形

状を示す管路構造物である（第6－2－110図～第6－2－111図）。 

取水管の縦断方向（通水方向）は，通水方向に対して空間を保

持できるように構造部材が配置されていることから強軸となり，

横断方向（通水方向に対する直交方向）が弱軸となる。 

輪谷湾の底質土砂は，岩及び砂礫で構成されているが，島根２

号炉の取水口・取水管が設置される周辺は，岩が分布している（第

6－2－108図）。 

 取水管は，岩盤掘削した中に砕石またはコンクリートを介して

CM級以上の岩盤に支持されている。 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

別添6-92図 取放水路流路縮小工平面図 

 

 

別添6-93図 取放水路流路縮小工（１号炉取水路）構造図 

 

 

別添6-94図 取放水路流路縮小工断面図（１号炉取水路，A-A’） 

 

 

第6－2－105図 取水管 配置図 

 

 

 

 

第6－2－106図 取水管 平面図 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 
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別添6-95図 取放水路流路縮小工（１号炉放水路）構造図 

 

 

別添6-96図 取放水路流路縮小工断面図（１号炉放水路，B-B’） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－107図 取水管 縦断図（⑥－⑥断面） 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－108図 輪谷湾周辺の底質分布（自社調査（1995）） 

 

 

第6－2－109図 取水管 平面図（詳細図） 

 

 

第6－2－110図 取水管 断面図（③－③断面） 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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単位：mm
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第6－2－111図 取水管 断面図（①－①断面） 

 

 

第6－2－112図 取水管 地質断面図（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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単位：mm 
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第6－2－113図 取水管 地質断面図（③－③断面） 

 

 

第6－2－114図 取水管 地質断面図（④－④断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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砕石
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取水管
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EL-12.0m

砕石
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第6－2－115図 取水管 地質断面図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

第6－2－116図 取水管 地質縦断図（⑥－⑥断面） 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－117図 取水管 岩級縦断図（⑥－⑥断面） 

 

 

 

取水管について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及

び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理する。 

詳細設計段階において，地震応答解析により耐震評価を行う上

で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなると考えられる断面を評

価対象断面として選定する。なお，詳細設計段階において設定す

る地下水位等，各断面で異なる要因があれば，その観点で整理を

行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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まとめ資料比較表 〔4条 地震による損傷の防止 別紙－６ 屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定について〕 
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別紙－１２ 屋外重要土木構造物の耐震評価における断面

選定について 

 

1. 屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方 

1.1 方針 

屋外重要土木構造物の評価対象断面については，構造物の配置，

荷重条件及び地盤条件を考慮し，耐震評価上最も厳しくなると考

えられる位置を評価対象断面とする。 

 

 

 

 

柏崎刈羽発電所6 号及び7 号炉での対象構造物は，スクリーン

室，取水路，補機冷却用海水取水路，軽油タンク基礎，燃料移送

系配管ダクト，海水貯留堰である。各施設の平面配置図を第12-1-1 

図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別紙－６ 屋外重要土木構造物等の耐震評価における断面選定に

ついて（耐震） 

 

屋外重要土木構造物等の耐震評価における断面選定の考え方 

1. 方針 

本資料では，屋外重要土木構造物等※1の耐震評価における断面

選定の考え方について示す。なお，津波防護施設については「島

根原子力発電所２号炉 津波による損傷の防止」に示す。 

 

※1 屋外重要土木構造物及び重大事故等対処施設のうち土木

構造物を「屋外重要土木構造物等」という。 

 

本資料で記載する屋外重要土木構造物等の一覧を第6－1－1表

に，屋外重要土木構造物等に設置される主要な設備一覧を第6－1

－2表に，全体配置図を第6－1－1図に示す。 

 

第6－1－1表 評価対象構造物一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では津波

防護施設の断面選定の

考え方を「津波による損

傷の防止」で示すことと

している。 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

分類 設備名称 構造形式

屋外重要土木構造物等

・取水槽

箱型構造物

・ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

・低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

・第１ベントフィルタ格納槽

・緊急時対策所用燃料地下タンク

・屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

線状構造物
・燃料移送系配管ダクト

・屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

・屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機）

・取水口 円筒状構造物

・ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 直接基礎

・取水管 管路構造物
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第6－1－2表 評価対象構造物に設置される設備一覧 ・資料構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 
屋外重要土木構造物：耐震上重要な機器・配管系の間接支持機能，若しくは非常用における海水の通水機能を求められる土木構造物
常設重大事故等対処設備：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）
常設重大事故等対処施設：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）が設置される重大事故等対処施設

（特定重大事故等対処施設を除く）
耐震：耐震重要施設（浸水防止設備，津波監視設備を除く）
※１：非常用取水設備
※２：常設重大事故等対処設備に対する浸水防止設備，津波監視設備

屋外重要土木構造物：耐震上重要な機器・配管系の間接支持機能，若しくは非常用における海水の通水機能を求められる土木構造物
常設重大事故等対処設備：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）
常設重大事故等対処施設：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）が設置される重大事故等対処施設

（特定重大事故等対処施設を除く）
耐震：耐震重要施設（浸水防止設備，津波監視設備を除く）
※１：非常用取水設備
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屋外重要土木構造物：耐震上重要な機器・配管系の間接支持機能，若しくは非常用における海水の通水機能を求められる土木構造物
常設重大事故等対処設備：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）
常設重大事故等対処施設：常設耐震重要重大事故防止設備，常設重大事故緩和設備又は常設重大事故防止設備（設計基準拡張）が設置される重大事故等対処施設

（特定重大事故等対処施設を除く）
耐震：耐震重要施設（浸水防止設備，津波監視設備を除く）
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第12-1-1 図 平面配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－1－1図 評価対象構造物 全体配置図 

 

島根原子力発電所の屋外重要土木構造物等は，箱型構造物，線

状構造物，円筒状構造物，直接基礎及び管路構造物の５つの構造

形式に分類され，構造上の特徴として，明確な強軸及び弱軸を有

するものと，強軸及び弱軸が明確でないものが存在する。 

箱型構造物に分類される評価対象構造物は，鉄筋コンクリート

造で構成されており，主に海水の通水機能や配管等の間接支持機

能を維持するため，通水方向や間接支持する配管の管軸方向に対

して空間を保持できるように構造部材が配置されている。通水方

向や配管の管軸方向と直交する方向には構造部材の配置が少ない

ことから，構造上の特徴として，明確に通水方向や配管の管軸方

向が強軸に，通水方向や配管の管軸方向と直交する方向が弱軸と

なる。通水以外の要求機能が求められる箱型構造物は，加振方向

と直交する方向の構造物の長さに対する加振方向に平行に配置さ

れる壁の厚さの割合が小さい方が弱軸となり，大きい方が強軸と

なる。箱型構造物の設計方針として，強軸方向の地震時挙動は，

弱軸方向に対して顕著な影響を及ぼさないが，強軸方向断面につ

いても，弱軸方向と同じように要求機能があり，間接支持する機

器・配管の有無や浸水防護壁等の応答影響評価の必要性があるこ

とから，耐震評価候補断面に追加する。弱軸方向断面では，配筋

を含め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐

震評価候補断面とする。ただし，加振方向と平行に配置される壁

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 
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が多数ある構造物については，加振方向と平行に配置される壁の

影響を考慮するため，必要により壁間の幅を耐震評価候補断面と

する。また，強軸方向断面では，加振方向と平行に配置される壁

の影響を考慮するため，構造物の奥行幅を耐震評価候補断面とす

る。箱型構造物の評価対象断面は，以上の理由により構造の安全

性に支配的な弱軸方向及び強軸方向から，後述する評価対象断面

の選定の流れに基づき選定する。加振方向と平行に配置される壁

の影響を考慮する構造物については，加振方向と平行に配置され

る壁から対象とする断面までの距離に依存して拘束効果が減少す

ることや，妻壁の非線形性の有無，妻壁との接合部における応力

集中を確認する必要があることから，3次元モデルによる検討を実

施する。 

線状構造物に分類される評価対象構造物は，鉄筋コンクリート

造で構成されており，主に海水の通水機能や配管等の間接支持機

能を維持するため，通水方向や間接支持する配管の管軸方向に対

して空間を保持できるように構造部材が配置されている。通水方

向や配管の管軸方向と直交する方向には構造部材の配置が少ない

ことから，構造上の特徴として，明確に通水方向や配管の管軸方

向が強軸に，通水方向や配管の管軸方向と直交する方向が弱軸と

なる。線状構造物は，加振方向と平行に配置される壁部材が少な

い方が弱軸となり，多い方が強軸となる。強軸方向の地震時挙動

は，弱軸方向に対して顕著な影響を及ぼさない。弱軸方向断面で

は，配筋を含め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる

範囲を耐震評価候補断面とする。線状構造物の評価対象断面は，

以上の理由により構造の安全性に支配的な弱軸方向から，後述す

る評価対象断面の選定の流れに基づき選定する。線状構造物のう

ち，部位の一部が他の構造物の部位の一部と一体化している範囲

がある場合は，当該部位のような複雑な構造における立体的な作

用荷重を精緻に評価するため，２次元FEMモデルによる耐震評価に

加えて，3次元モデルによる検討を実施する。 

円筒状構造物及び直接基礎に分類される評価対象構造物は，鋼

製及び鉄筋コンクリート造の構造物であり，円筒状及び正方形で

あるため，箱型構造物や線状構造物と比較して，強軸及び弱軸が

明確ではない。円筒状構造物及び直接基礎は，質点系モデルでモ

デル化する。評価対象断面の選定においては，構造物中央を通る

断面及びその直交方向断面から，後述する評価対象断面の選定の

流れに基づき選定する。 

管路構造物に分類される評価対象構造物は，海水の通水機能を

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価

対象構造物を５つの構

造形式に分類し，それぞ

れの構造上の特徴を示

し，断面の選定方針を示

している。 
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維持するため，通水方向に対して空間を保持できるように構造部

材が配置されていることから，構造上の特徴として，明確な弱軸，

強軸を有する。評価対象構造物は，鋼製部材で構成されており，

管軸方向が強軸方向となり，管軸直交方向が弱軸方向となる。強

軸方向の地震時挙動は，弱軸方向に対して顕著な影響を及ぼさな

い。弱軸方向断面では，延長方向の構造的特徴が一様であること

から，代表となる範囲を耐震評価候補断面とする。管路構造物の

評価対象断面は，構造の安全性に支配的な弱軸方向から，後述す

る評価対象断面の選定の流れに基づき選定する。なお，「水道施設

耐震工法指針・解説（日本水道協会，1997）」に基づき，一般的な

地中埋設管路の設計で考慮される管軸方向断面についても検討す

る。 

また，評価対象断面の選定の流れを以下に示す。 

（１）耐震評価候補断面の整理 

評価対象構造物の以下の観点から耐震評価候補断面を整理す

る。 

①要求機能並びに間接支持する機器・配管の有無及び設置状況 

・要求機能に各候補断面で差異がある場合，要求機能に応じた

許容限界が異なり，評価対象構造物の耐震評価に影響するこ

とから，要求機能の差異の有無により候補断面を整理する。 

・間接支持する機器・配管系の種類及び設置状況に各候補断面

で差異がある場合は，構造物に作用する荷重及び床応答特性

が異なり，評価対象構造物及び機器・配管系の耐震評価に影

響することから，間接支持する機器・配管系の種類や設置状

況に係る差異の有無により候補断面を整理する。 

②構造的特徴（部材厚，内空断面，断面急変部，構造物間の連

結部等） 

・構造的特徴に各候補断面で差異がある場合は，構造物に作用

する土圧等の荷重及び床応答特性が各断面で異なり，評価対

象構造物及び機器・配管系の耐震評価に影響することから，

構造的特徴の差異の有無により候補断面を整理する。 

③周辺状況（上載荷重，土被り厚，周辺地質，周辺地質変化部，

隣接構造物，地下水位※） 

・周辺地質や周辺地質変化部に各候補断面で差異がある場合は，

構造物に作用する土圧等の荷重，地震波の伝搬特性及び床応

答特性が異なり，評価対象構造物及び機器・配管系の耐震評

価に影響することから，周辺地質の差異の有無により候補断

面を整理する。 

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価対

象断面の選定の流れを

示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 2号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

・MMR（マンメイドロック）は，構造物を支持する又は構造物の

周囲を埋め戻すコンクリートである。MMRの分布により，構造

物に作用する土圧等の荷重，地震波の伝搬特性及び床応答特

性に影響を与えることから，周辺地質の中で整理する。なお，

MMRは直下の岩盤の物性値を設定することを基本とする。 

・隣接構造物による影響については，２次元ＦＥＭにてモデル

化する隣接構造物の有無や種類に各断面で差異がある場合，

構造物に作用する土圧等の荷重及び床応答特性が異なり，評

価対象構造物及び機器・配管系の耐震評価に影響することか

ら，モデル化する隣接構造物の差異の有無により候補断面を

整理する。 

※ 地下水位は解析等による地下水位に係る検討結果を踏まえ

て詳細設計段階で設定する。 

④地震波の伝搬特性

・地震波の伝搬特性は，周辺状況のうち評価対象構造物下部の

岩盤やMMR等の周辺地質の状況により異なることから，観点③

の整理を踏まえ，地震波の伝搬特性に係る差異の有無により

候補断面を整理する。 

⑤床応答特性

・観点①～③の整理を踏まえ，床応答特性の差異の有無及び間

接支持する機器・配管系の設置状況により候補断面を整理す

る。 

（２） 評価対象断面の選定

⑥耐震評価候補断面の選定

・（１）にて整理した耐震評価候補断面に対して，①要求機能並

びに間接支持する機器・配管の有無及び設置状況，②構造的

特徴，③周辺状況を考慮し，耐震評価上厳しいと考えられる

断面を選定する。 

⑦耐震評価候補断面の絞り込み

・複数の観点から異なる耐震評価候補断面が複数抽出される場

合は，詳細設計段階で実施する浸透流解析結果を踏まえ，地

震応答解析を実施して耐震評価候補断面の絞り込みを行う場

合もある。 

⑧床応答算出用の断面の選定

・耐震評価上の観点以外に機器・配管系の応答加速度及び応答

変位の観点から，床応答算出用の断面を選定する。 

・線状構造物については，強軸方向断面も含めて選定する。

・資料構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価対

象断面の選定の流れを

示している。 
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評価対象断面のモデル化範囲（２次元ＦＥＭ解析モデル）につ

いては，以下に考え方を示す。 

２次元ＦＥＭによる地震応答解析モデルの範囲が，地盤及び構

造物の応力状態に影響を及ぼさないよう，十分広い領域とする。

具体的には，「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987」を

適用し，以下に示すとおりモデル幅を構造物基礎幅の５倍以上，

地盤モデルの入力基盤深さを構造物基礎幅の1.5～２倍確保する。 

 

２次元ＦＥＭにおけるモデル化範囲の考え方を第6－1－2図に

示す。 

 

 

第6－1－2図 ２次元ＦＥＭにおけるモデル化範囲の考え方 

 

屋外重要土木構造物等について，耐震評価候補断面の整理及び

評価対象断面の選定フローを第6－1－3図に示す。 

 

 

第6－1－3図 耐震評価候補断面の整理及び評価対象断面の選定

フロー 

 

 

 

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では評価対

象断面の選定の流れを

示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造物

構造物基礎幅の
1.5～２倍

構造物基礎幅の５倍以上

ＦＥＭモデル

①要求機能並びに
間接支持する機器・

配管の種類及び設置状況に
係る差異の有無による整理

（観点例）
・要求機能が断面毎に異なり，耐震評価において
有意な差がある。

・間接支持する機器・配管系の種類や設置状況が
各断面で異なり，耐震評価において有意な差があ
る。

②構造的特徴の
差異の有無による整理

（観点例）
・部材厚，内空高さ・内空幅等が断面毎に異なり，
耐震評価において有意な差がある。

（１）耐震評価候補断面の整理

③周辺状況の
差異の有無による整理

（観点例）
・上載荷重，土被り厚等が断面毎に異なり，耐震
評価において有意な差がある。

④地震波の伝搬特性に係る
差異の有無による整理

（観点例）
・評価対象構造物下部の周辺地質が異なることで
地震波の伝搬特性が断面毎に異なり，耐震評価
において有意な差がある。

⑤床応答特性の
差異の有無による整理

（観点例）
・機器・配管系の種類や設置状況等が異なることで
床応答特性が断面毎に異なり，機器・配管系の
耐震評価において有意な差がある。

⑧床応答算出用の断面の選定
・耐震評価上の観点以外に機器・配管系の応答加速度及び応答変位の観点から，
床応答算出用の断面を選定する。

・線状構造物については，強軸方向の断面も含めて選定する。

評価対象断面の決定

⑥耐震評価候補断面の選定
・「耐震評価候補断面」に対し，①要求機能並びに間接支持する機器・配管の有無

及び設置状況，②構造的特徴，③周辺状況を考慮して耐震評価上厳しいと考え
られる断面を選定する。

（２）評価対象断面の選定

評価対象構造物の断面※

※ 箱型構造物：弱軸方向及び強軸方向の断面
線状構造物：弱軸方向の断面
円筒状構造物及び直接基礎：構造物中央を通る断面及びその直交方向断面
管路構造物：管軸直交方向の断面

⑦耐震評価候補断面の絞り込み
・詳細設計段階で実施する浸透流解析結果を踏まえ，必要により地震応答解析を実

施して耐震評価候補断面の絞り込みを行う。

評価対象構造物の耐震評価候補断面
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2. 屋外重要土木構造物等の耐震評価における断面選定の考え方 

2.1 各施設の配置 

本章では屋外重要土木構造物等である，取水槽，ディーゼル燃

料貯蔵タンク基礎，低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽，第１ベン

トフィルタ格納槽，緊急時対策所用燃料地下タンク，屋外配管ダ

クト（タービン建物～排気筒），燃料移送系配管ダクト，屋外配管

ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物），屋外配管ダクト（ガスタ

ービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機），取水口，ガス

タービン発電機用軽油タンク基礎及び取水管の断面選定の考え方

を示す。 

第6－2－1－1図に屋外重要土木構造物等の全体配置図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－1－1図 屋外重要土木構造物等 全体配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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1.2 スクリーン室の断面選定の考え方 

第12-1-2 図，第12-1-3 図及び第12-1-4 図にスクリーン室の平

面図，断面図及び縦断図を示す。 

 

 

スクリーン室は，6 号及び7 号炉ともに，延長約23m の鉄筋コ

ンクリート造の地中構造物であり，取水方向に対して内空寸法が

一様で，頂版には取水方向におおむね規則的に開口が存在する。

また，スクリーン室は，古安田層洪積粘性土層に直接設置されて

いる。 

今回の工事計画認可申請書（以下「今回工認」という。）では，

スクリーン室の取水方向全長で開口を含めた平均的な剛性及び上

載荷重を考慮し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

スクリーン室の検討断面では，地下水位以下に，液状化層（埋

戻土層）及び液状化影響評価対象層（古安田層洪積砂質土層）が

分布することから，耐震評価では有効応力解析を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 取水槽 

取水槽の配置図を第6－2－2－1図に，設置される浸水防止設備

や津波監視設備の配置図を第6－2－2－2図～第6－2－2－3図に，

平面図を第6－2－2－4図に，縦断図を第6－2－2－5図に，断面図

を第6－2－2－6図～第6－2－2－9図に，地質断面図を第6－2－2

－10図～第6－2－2－11図に，岩級断面図を第6－2－2－12図～第6

－2－2－13図にそれぞれ示す。 

取水槽は，Ｓクラス設備である原子炉補機海水ポンプ等の間接

支持機能と，非常用取水設備としての通水機能及び浸水防護重点

化範囲の保持および内部溢水影響評価から止水機能が要求され

る。 

浸水防護重点化範囲を保持するために止水機能が求められる部

位は，ポンプ室に設置される中床版（EL+1.1ｍ），スクリーン室に

設置される中床版（EL+4.0ｍ）及びスクリーン室南側の除じん機

エリア防水壁の位置に設置される中壁（EL+1.1ｍ～EL+8.8ｍ）で

ある。また，内部溢水影響評価から止水機能が求められる部位は，

ポンプ室の海水ポンプエリア水密扉を設置する中壁（EL+1.1ｍ～

EL+8.8ｍ）である。 

取水槽はストレーナ室，ポンプ室，スクリーン室及び漸拡ダク

ト部に大別される，延長47.25m，幅34.95m，高さ20.5mの鉄筋コン

クリート造の地中構造物である。 

取水槽はCM級以上の岩盤に直接支持されている。 

取水槽は，通水方向と平行に配置される壁部材が多いため，通

水方向が強軸となり，通水直交方向が弱軸となる。 

取水槽の弱軸方向断面では，配筋を含め構造的特徴が概ね同様

である範囲を踏まえ，加振方向と平行に配置される壁の影響を考

慮するため，壁間の幅を耐震評価候補断面とする。 

 

第6－2－2－1図 取水槽 配置図 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

取水槽
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第12-1-2 図 6 号及び7 号炉スクリーン室 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－2－2図 取水槽 設置される設備の配置図（縦断図） 

 

 

第6－2－2－3図 取水槽 設置される設備の配置図（平面図） 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

②

②

③

③

④

④

▽EL+1100

▽EL-9800 ▽EL-9700

▽EL+4000

取水槽水位計 除じん機エリア防水壁

取水管立入ピット閉止板

海水ポンプ
エリア
水密扉

MMR
※

MMR
※

ポンプ室 スクリーン室

取水管

①

① ※ MMR（マンメイドロック）

タ
ー
ビ
ン
建
物

除じん機エリア水密扉

ストレーナ室 漸拡ダクト部

ー

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

ポンプ室 スクリーン室

通水方向

ストレーナ室 漸拡ダクト部

:除じん機エリア防水壁
:海水ポンプエリア水密扉
:除じん機エリア水密扉
:取水管立入ピット閉止板
:取水槽床ドレン逆止弁
:止水機能が求められる部位（浸水防護）
:止水機能が求められる部位（内部溢水）

凡例
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第12-1-3 図 6 号及び7 号炉スクリーン室 断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-4 図 6 号及び7 号炉スクリーン室 縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－2－4図 取水槽 平面図 

 

 

第6－2－2－5図 取水槽 縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 

第6－2－2－6図 取水槽 断面図（①－①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 
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対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプ室 スクリーン室

単位：mm

⑤

⑤

通水方向

海水ポンプ

：通水方向と平行に配置される壁部材

凡例

ストレーナ室 漸拡ダクト部

①

①

②

②

③

③

④

④

ポンプ室 スクリーン室

①

①

②

②

通水方向

：通水方向と直交する方向に配置される壁部材

凡例

単位：mm

ストレーナ室 漸拡ダクト部

③

③

④

④

⑤

⑤

ポンプ室 スクリーン室

単位：mm②

②

③

③

④

④

▽EL+1100

▽EL-9800 ▽EL-9700

▽EL+4000

取水管MMR

MMR

①

①

ストレーナ室 漸拡ダクト部

ー

単位：mm
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第6－2－2－7図 取水槽 断面図（②－②断面） 

 

 
第6－2－2－8図 取水槽 断面図（③－③断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－2－9図 取水槽 断面図（④－④断面） 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

単位：mm

除じん機エリア防水壁

単位：mm
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第6－2－2－10図 取水槽 地質断面図（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－2－11図 取水槽 地質断面図（③－③断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約33m

埋戻土
（掘削ズリ）

約
1
9
m

取水槽

EL+8.8m

MMR

EL+1.1m

EL-9.8m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

約33m

埋戻土
（掘削ズリ）

約
1
9
m

取水槽
EL+8.8m

MMR

EL-9.7m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）
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第6－2－2－12図 取水槽 岩級断面図（②－②断面） 

 

 

第6－2－2－13図 取水槽 岩級断面図（③－③断面） 

 

 

取水槽について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及

び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理した

（第6－2－2－1表）。 

 

第6－2－2－1表 耐震評価候補断面の整理（取水槽）（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外重

要土木構造物等におけ

る耐震評価候補断面の

整理結果を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋戻土
（掘削ズリ）

取水槽

EL+8.8m

MMR

EL+1.1m

EL-9.8m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

CM級以上

:岩相境界線

凡例

埋戻土
（掘削ズリ）

取水槽
EL+8.8m

MMR

EL-9.7m

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

CM級以上

:岩相境界線

凡例

観点
取水槽

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面 ⑤－⑤断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・間接支持
・通水
・間接支持
・止水

・通水
・間接支持

・通水
・通水
・間接支持
・止水

間接支
持する
設備

設備

・原子炉補機海水スト
レーナ

・高圧炉心スプレイ補機
海水ストレーナ

・原子炉補機海水系配
管・弁

・高圧炉心スプレイ補機
海水系配管・弁

他

・高圧炉心スプレイ補機
海水ポンプ

・原子炉補機海水ポンプ
・原子炉補機海水系配
管・弁

・高圧炉心スプレイ補機
海水系配管・弁

・海水ポンプエリア水密扉
他

・取水槽水位計
・除じん機エリア防水壁
・除じん機エリア水密扉
他

・なし ・①－①断面～③－③
断面において間接支持
する設備

設置
状況

・設備毎に異なる － ・設備毎に異なる
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第6－2－2－1表 耐震評価候補断面の整理（取水槽）（2/3） 

 

 

第6－2－2－1表 耐震評価候補断面の整理（取水槽）（3/3） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
取水槽

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面 ⑤－⑤断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物
下部

・CM級以上の岩盤に直接支持されている
・①－①断面はMMRを介してCM級以上の岩盤に支持されているが，MMRの周辺地質が岩盤であり，②－②～⑤－⑤断面と
の差異は小さいと判断する

構造物
側部及
び上部

・埋戻土（掘削ズリ）が
分布している

・埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している
・MMRは高さ約6.7mで，矩形である

・埋戻土（掘削ズリ）
及びMMRが分布して
いる

・MMRは高さ約4.4m
及び11.8mで台形状
である

地質
変化部

・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・なし ・タービン建物

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質は各断面で概ね同様であり，地震波の伝搬特性は概ね同様である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，①－①～③－③及び⑤－⑤断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況，構造的特徴並びに周辺状況に差異があることから，
各断面の床応答特性が異なる
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【取水槽の各部位における要求機能及び耐震評価条件について】 

 取水槽の弱軸方向断面において加振方向と平行に配置される壁

（以降，妻壁と呼ぶ）を含む各部位の耐震評価は，基準地震動Ｓ

ｓによる地震応答解析を実施し，各部位に生じる応力度等が許容

限界を超えないことを確認する。各部位の許容限界について，取

水槽には第6－2－2－14図，第6－2－2－15図に示すとおり止水機

能が求められる部位があり，その他の部位では通水機能や支持機

能が求められ，部位ごとに要求機能が異なる。したがって，各要

求機能に対する目標性能を第6－2－2－2表のとおり整理し，目標

性能毎に許容限界を設定する。なお，妻壁は次頁に示すとおり等

価剛性としてモデル化し，弱軸方向加振において耐震壁としての

役割を担うことから，妻壁を耐震壁と見なし，「鉄筋コンクリート

構造計算規準・同解説－許容応力度設計法－（日本建築学会，

1999）」（以下，「ＲＣ規準」という。）に準拠した耐震評価を行う。

ＲＣ規準では，耐震壁に生じるせん断力（面内せん断）に対して，

コンクリートのみで負担できるせん断耐力と，鉄筋のみで負担で

きるせん断耐力のいずれか大きい方を鉄筋コンクリートのせん断

耐力として設定する。したがって，壁部材に生じるせん断力がコ

ンクリートのみで負担できるせん断力以下であれば，鉄筋による

せん断負担はなく鉄筋には応力が発生しないものとして取り扱

う。 

 

 

第6－2－2－14図 取水槽 止水機能が求められる部位（縦断図

（⑤－⑤断面）） 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では取水

槽の各部位における耐

震評価の考え方につい

て記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

▽EL+1100

▽EL-9800 ▽EL-9700

▽EL+4000

MMR

MMR

ポンプ室 スクリーン室

取水管

タ
ー
ビ
ン
建
物

ストレーナ室 漸拡ダクト部

ー

:止水機能が求められる妻壁（浸水防護）

:止水機能が求められる妻壁（内部溢水）

:止水機能が求められる中床版

凡例
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第6－2－2－15図 取水槽 止水機能が求められる部位（平面図） 

 

第6－2－2－2表 要求機能に応じた許容限界 

 

 

【取水槽の妻壁における2次元等価剛性モデルの適用】 

2次元FEMモデルを用いた基準地震動Ssによる地震応答解析を実

施し耐震評価を実施するが，妻壁の拘束効果を期待する取水槽に

ついては，先行プラントの審査実績を踏まえて，構造物と地盤の

相互作用により発生する土圧を正しく評価するため，妻壁の剛性

を考慮した２次元モデルでモデル化する。各妻壁で要求機能及び

支持される設備の種類や設置状況が異なる場合は，妻壁間の幅を

モデル化範囲とすることにより，要求機能等に応じた妻壁毎の耐

震評価が可能である。ただし，妻壁から対象とする断面までの距

離に依存して拘束効果が減少することや，妻壁の非線形性の有無，

妻壁との接合部における応力集中を確認する必要があることか

ら， 3次元モデルによる検討を実施する。2次元モデル及び3次元

モデルの概念図を第6－2－2－16図に示す。 

 

 

第6－2－2－16図 2次元モデル及び3次元モデルの概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では取水

槽の妻壁におけるモデ

ル化方針やモデル化の

適用に当たっての検証

方法について記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

⑤

⑤

ポンプ室 スクリーン室

通水方向

ストレーナ室 漸拡ダクト部

:止水機能が求められる妻壁（浸水防護）

:止水機能が求められる妻壁（内部溢水）

:止水機能が求められる中床版

凡例

要求機能
要求機能に対する

目標性能

許容限界
解析手法 解析モデル

曲げ せん断

通水機能 終局状態に至らない 限界層間変形角又は圧縮縁コンクリート限界ひずみ せん断耐力

時刻歴応答解析
地質データに基づく
FEMモデル

止水機能
鉄筋が降伏しない
発生せん断力がせん断耐力以下

圧縮ひずみ：コンクリートの圧縮強度に対応するひずみ
主筋ひずみ：鉄筋の降伏強度に対応するひずみ

せん断耐力

支持機能 終局状態に至らない 限界層間変形角又は圧縮縁コンクリート限界ひずみ せん断耐力

加振方向
（弱軸方向）

側壁・隔壁

妻壁

モデル化範囲

妻壁（等価剛性）

側壁・隔壁
側壁・隔壁

２次元

加振方向
（弱軸方向）

側壁・隔壁

妻壁

妻壁の拘束効果の減少

応力が集中
する部位

３次元

妻壁を有する構造物

２次元モデル

3次元モデル
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1.3 取水路の断面選定の考え方 

第12-1-5 図に取水路の平面図を示す。 

取水路は，6 号及び7 号炉ともに，延長約127m の鉄筋コンクリ

ート造の地中構造物であり，取水方向に対して複数の断面形状を

示し，海側から大きく漸縮部，一般部，漸拡部に分けられる。ま

た，取水路は，古安田層洪積粘性土層に直接設置若しくはマンメ

イドロックを介して西山層に設置されている。 

今回工認では，構造物の構造的特徴や地盤条件等を考慮した上

で断面を選定し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

第12-1-6 図～第12-1-8 図及び第12-1-1 表，第12-1-2 表に取

水路の縦断図，断面図及び構造諸元を示す。 

取水路漸縮部は，一体の構造物であるが，取水方向に幅が漸縮

するとともに，６連のボックスカルバート形状から３連のボック

スカルバート形状に変わる構造となっている。また，縦断方向で

土被り厚は同じであり，その他の設置地盤条件もほぼ一様となっ

ている。 

以上のことから，スクリーン室とほぼ同等の設置条件にあるも

のの，構造的特徴として６連から３連のボックスカルバート形状

に変わることを踏まえ，構造物の幅に対する鉛直部材の割合が少

なく耐震上厳しいと判断されるA‐A’断面を耐震評価の対象とし

て選定する。 

取水路一般部は，取水方向に幅が一様な３連のボックスカルバ

ート形状の構造となっていることから，耐震評価の対象は，設置

地盤条件に着目し，西山層の上限面の高さが深い区間で最も土被

り厚が大きく耐震上厳しいと判断されるブロック⑤のB‐B’断面

を選定する。 

取水路漸拡部は，取水方向に幅が漸拡する６連のボックスカル

バート形状の構造となっている。また，縦断方向で土被り厚はほ

ぼ同等であり，その他の設置地盤条件もほぼ一様となっている。

以上のことから，耐震評価の対象は，構造的特徴を踏まえ，構造

物の幅に対する鉛直部材の割合が最も少なく耐震上厳しいと判断

されるブロック⑩のタービン建屋側のC‐C’断面を選定する。 

取水路の検討断面では，地下水位以下に，液状化層（埋戻土層）

及び液状化影響評価対象層（古安田層洪積砂質土層）が分布する

ことから，耐震評価では有効応力解析を実施する。 

 

 

 

2.3 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎（地中部及び半地下部）の配置

図を第 6－2－3－1 図に，平面図を第 6－2－3－2 図に，縦断図を

第 6－2－3－3図に，断面図を第 6－2－3－4図～第 6－2－3－5図

に，地質断面図を第 6－2－3－6図に，岩級断面図を第 6－2－3－

7図にそれぞれ示す。 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎は，Ｓクラス設備である非常用

ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク等の間接支持機能

が要求される。 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎は，延長約 20m，幅約 19m，高さ

約 7mの鉄筋コンクリート造の地中及び半地下構造物である。 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎は，CM級以上の岩盤に直接支持

されている。 

長辺方向（地中部は南北方向，半地下部は東西方向）に加振し

た場合は，加振方向に直交する方向の構造物の長さに対する加振

方向と平行に配置される壁の厚さの割合が大きくなるので，長辺

方向が強軸となり，短辺方向（地中部は東西方向，半地下部は南

北方向）が弱軸となる。 

 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎の弱軸方向断面では，配筋を含

め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震評

価候補断面とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第12-1-5 図 6 号及び7 号炉取水路 平面図 

 

 

第6－2－3－1図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 配置図 

 

 

第6－2－3－2図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 平面図 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

長
辺

方
向

（
地

中
部

）

① ①

単位：mm

③

③

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

長辺方向
（半地下部）
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第12-1-1 表 6 号炉取水路 構造諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-6 図 6 号炉取水路 縦断図 

 

 

第12-1-2 表 7 号炉取水路 構造諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－3－3図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 縦断図（③－

③断面） 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－3－4図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 断面図（①－

①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－3－5図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 断面図（②－

②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

ディーゼル燃料
貯蔵タンク

半地下部地中部
単位：mm

単位：mm

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎
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第12-1-7 図 7 号炉取水路 縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-8 図 6 号及び7 号炉取水路 断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－3－6図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 地質断面図

（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－3－7図 ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎 岩級断面図

（②－②断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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:岩相境界線

凡例

CM級以上
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ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎について，間接支持する設備，

構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評

価候補断面を整理した（第6－2－3－1表）。 

 

第6－2－3－1表 耐震評価候補断面の整理（ディーゼル燃料貯蔵

タンク基礎）（1/2） 

 

 

第6－2－3－1表 耐震評価候補断面の整理（ディーゼル燃料貯蔵

タンク基礎）（2/2） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・間接支持

間接支
持する
設備

設備

・非常用ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料移送ポンプ

・非常用ディーゼル発電設備燃料移
送系配管・弁

他

・非常用ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料貯蔵タンク

・非常用ディーゼル発電設備料移送
系配管・弁

他

・非常用ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料貯蔵タンク

・非常用ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料移送ポンプ

・非常用ディーゼル発電設備料移送
系配管・弁

他

設置
状況

・設備毎に異なる

②構造的
特徴

形式

・強軸方向断面（半地下部） ・弱軸方向断面（地中部）
・強軸方向断面（地中部）
・弱軸方向断面（半地下部）

・鉄筋コンクリート造の半地下構造物 ・鉄筋コンクリート造の地中構造物
・鉄筋コンクリート造の地中構造物及
び半地下構造物

・隔壁及び中床版を有する ・３連のボックスカルバート（タンク格
納槽）により構成される

・地中部及び半地下部により構成され
る

寸法 ・幅19.22m，高さ6.50m ・幅19.22m，高さ6.65m
・幅22.90m，高さ4.20m，
6.50m及び6.65m

観点
ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物
下部

・CM級以上の岩盤に直接支持されている
・③－③断面はMMRを介してCM級以上の岩盤に支持されているが，MMRの周辺地質が岩盤であり，①－①～②
－②断面との差異は小さいと判断する

構造物
側部及び

上部

・埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している
・MMRの周辺地質が岩盤であり，各断面で差異は小さいと判断する

地質
変化部

・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・原子炉建物 ・なし

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質に差異がなく，地震波の伝搬特性は一様である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況，構造的特徴及び周辺状況に差異がある
ことから，各断面の床応答特性が異なる
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1.4 補機冷却用海水取水路の断面選定の考え方 

第12-1-9 図～第12-1-11 図に補機冷却用海水取水路の平面図，

縦断図及び断面図を示す。 

補機冷却用海水取水路は，6 号及び7 号炉ともに，取水路漸拡

部からそれぞれ北側，南側に分岐した鉄筋コンクリート造の地中

構造物であり，取水方向に対して複数の断面形状を示し，直接若

しくはマンメイドロックを介して西山層に設置されている。 

今回工認では，構造物の構造的特徴や地盤条件等を考慮した上

で断面を選定し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

補機冷却用海水取水路（北側）は，取水路漸拡部から２連のボ

ックスカルバート形状で分岐し，２連から４連（柱部２本）のボ

ックスカルバート形状に変わるとともに，タービン建屋近傍で幅

が大きくなる構造である。また，補機冷却用海水取水路（南側）

は，取水路漸拡部から２連のボックスカルバート形状で分岐し，

２連から５連（柱部２本）のボックスカルバート形状に変わると

ともに，タービン建屋近傍で幅が大きくなる構造である。 

以上のことから，耐震評価の対象は，構造的特徴を踏まえ，構

造物の幅に対する鉛直部材の割合が最も少なく耐震上厳しいと判

断されるタービン建屋接続位置を選定し，北側４連（柱部２本）

ボックスカルバート部のブロック北③及び南側５連（柱部２本）

ボックスカルバート部のブロック南③を選定する。モデル化にお

いては，ブロック全体の妻壁及び柱部を含めた平均的な剛性を考

慮し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

補機冷却用海水取水路の検討断面では，地下水位以下に，液状

化層（埋戻土層）が分布することから，耐震評価では有効応力解

析を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽の配置図を第6－2－4－1図

に，平面図を第6－2－4－2図に，縦断図を第6－2－4－3図に，断

面図を第6－2－4－4図～第6－2－4－5図に，地質断面図を第6－2

－4－6図～第6－2－4－7図に，岩級断面図を第6－2－4－8図～第6

－2－4－9図にそれぞれ示す。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽は，常設重大事故等対処設備

である低圧原子炉代替注水ポンプ等の間接支持機能が要求され

る。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽は，延長26.6m，幅13.4m，高

さ16.0m又は19.6mの鉄筋コンクリート造の地中構造物である。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽は，CM級以上の岩盤に直接支

持されている。 

長辺方向（東西方向）に加振した場合は，加振方向に直交する

方向の構造物の長さに対する加振方向と平行に設置される壁の厚

さの割合が大きくなるので，長辺方向が強軸となり，短辺方向（南

北方向）が弱軸となる。 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽の弱軸方向断面では，配筋を

含め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震

評価候補断面とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－4－1図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 配置図 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

 Ｎ 
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第12-1-9 図 補機冷却用海水取水路 平面図（例：7 号炉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-10 図 6 号及び7 号炉補機冷却用海水取水路 縦断図 

 

 

 

 

第6－2－4－2図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－4－3図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 縦断図（③

－③断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第12-1-11 図 6 号及び7 号炉補機冷却用海水取水路 断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－4－4図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 断面図（①

－①断面） 

 

 

 

第6－2－4－5図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 断面図（②

－②断面） 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－4－6図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 地質断面図

（①－①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－4－7図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 地質断面図

（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－4－8図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 岩級断面図

（①－①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－4－9図 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 岩級断面図

（②－②断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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:岩相境界線

凡例
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1.5 軽油タンク基礎の断面選定の考え方 

第12-1-12 図及び第12-1-13 図に軽油タンク基礎の平面図及び

断面図を示す。 

軽油タンク基礎は，6 号及び7 号炉ともに，鉄筋コンクリート

造の基礎版が杭を介して西山層に支持される地中構造物で，幅約

18m（NS 方向）×約35m（EW 方向），高さ約1.4mの基礎版を等間隔

に配置した杭で支持する比較的単純な基礎構造物であり，評価対

象断面方向に一様な構造となっている。また，基礎版及び杭の周

辺には地震時における変形抑制対策として地盤改良を実施してい

るため周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大きな差は

ないと考えられる。 

今回工認では，基礎版の長軸方向及び短軸方向の2 断面を選定

し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

6 号炉軽油タンク基礎の検討断面では，地下水位以下に，液状

化影響評価対象層（古安田層洪積砂質土層）が分布することから，

耐震評価では有効応力解析を実施する。埋戻土層（Ⅱ）は，建設

時に掘削した西山層泥岩を材料として埋め戻した粘性土であり，

性状の確認を目的とした物理試験を実施した上で，非液状化層と

して扱う。 

7 号炉軽油タンク基礎の検討断面では，地下水位以下に，液状

化影響評価対象層（新期砂層・沖積層，古安田層洪積砂質土層）

が分布することから，耐震評価では有効応力解析を実施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽について，間接支持する設備，

構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評

価候補断面を整理した（第6－2－4－1表）。 

 

第6－2－4－1表 耐震評価候補断面の整理（低圧原子炉代替注水

ポンプ格納槽）（1/2） 

 
 

第6－2－4－1表 耐震評価候補断面の整理（低圧原子炉代替注水

ポンプ格納槽）（2/2） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外重

要土木構造物等におけ

る耐震評価候補断面の

整理結果を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・間接支持 ・貯水
・間接支持
・貯水

間接支
持する
設備

設備
・低圧原子炉代替注水ポンプ
・低圧原子炉代替注水系 配管 弁
他

・なし ・低圧原子炉代替注水ポンプ
・低圧原子炉代替注水系 配管 弁
他

設置
状況

・設備毎に異なる － ・設備毎に異なる

②構造的
特徴

形式

・弱軸方向断面 ・強軸方向断面

・鉄筋コンクリート造の地中構造物

・中床版を有する ・水槽により構成される ・隔壁及び中床版を有する

寸法
・幅13.40m，高さ16.00～
19.60m

・幅13.40m，高さ16.00m
・幅26.60m，高さ16.00～
21.19m

観点
低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物下部 ・CM級以上の岩盤に直接支持されている

構造物側部
及び上部

・周辺に埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している

・MMRは高さ約16.0mで，概ね矩形である

地質変化部 ・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・原子炉建物 ・第１ベントフィルタ格納槽

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質に差異がなく，地震波の伝搬特性は一様である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，①－①及び③－③断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況は一様であるが，構造的特徴及び周辺状
況に差異があることから，各断面の床応答特性が異なる
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第12-1-12 図 6 号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-13 図 7 号炉軽油タンク基礎 平面図・断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 第1ベントフィルタ格納槽 

第1ベントフィルタ格納槽の配置図を第6－2－5－1図に，平面図

を第6－2－5－2図に，縦断図を第6－2－5－3図に，断面図を第6

－2－5－4図～第6－2－5－5図に，地質断面図を第6－2－5－6図～

第6－2－5－7図に，岩級断面図を第6－2－5－8図～第6－2－5－9

図にそれぞれ示す。 

第1ベントフィルタ格納槽は，常設重大事故等対処設備である第

１ベントフィルタスクラバ容器等の間接支持機能及び遮蔽機能が

要求される。 

第1ベントフィルタ格納槽は，延長24.6m，幅13.4m，高さ14.0m

～18.7mの鉄筋コンクリート造の地中構造物である。 

第１ベントフィルタ格納槽はMMR（マンメイドロック）を介して

CM級以上の岩盤に支持されている。 

長辺方向（東西方向）に加振した場合は，加振方向と直交する

方向の構造物の長さに対する加振方向に平行に配置される壁の割

合が大きくなるので，長辺方向が強軸となり，短辺方向（南北方

向）が弱軸となる。 

第１ベントフィルタ格納槽の弱軸方向断面では，配筋を含め構

造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震評価候

補断面とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－5－1図 第1ベントフィルタ格納槽 配置図 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ベントフィルタ格納槽

 Ｎ 
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第6－2－5－2図 第1ベントフィルタ格納槽 平面図 

 

 

第6－2－5－3図 第1ベントフィルタ格納槽 縦断図（③－③断

面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧原子炉
代替注水ポンプ
格納槽

補助
消火水槽

▽EL+15000

MMR

MMR

単位：mm

▽EL+700

第１ベントフィルタ
格納槽

：遮蔽壁または遮蔽床

凡例
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第6－2－5－4図 第１ベントフィルタ格納槽 断面図（①－①断

面） 

 

 

第6－2－5－5図 第１ベントフィルタ格納槽 断面図（②－②断

面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原
子
炉
建
物

第１ベントフィルタ格納槽
断面図（①－①断面）

単位：mm

第１ベントフィルタ
格納槽

原
子
炉
建
物

単位：mm

第１ベントフィルタ
格納槽
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第6－2－5－6図 第１ベントフィルタ格納槽 地質断面図（①－

①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－5－7図 第１ベントフィルタ格納槽 地質断面図（②－

②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約10m

EL+2.7m

EL+15.0m

約
1
5
m

原子炉建物

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

第１ベントフィルタ格納槽

EL+15.0m

約
1
0
.3

m

原子炉建物

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

第１ベントフィルタ格納槽

EL+2.7m

約10m
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第6－2－5－8図 第１ベントフィルタ格納槽 岩級断面図（①－

①断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－5－9図 第１ベントフィルタ格納槽 岩級断面図（②－

②断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EL+2.7m

EL+15.0m

原子炉建物

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

第１ベントフィルタ格納槽

CM級以上

:岩相境界線

凡例

EL+15.0m

原子炉建物

MMR

埋戻土
（掘削ズリ）

第１ベントフィルタ格納槽

EL+2.7m

CM級以上

:岩相境界線

凡例
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第１ベントフィルタ格納槽について，間接支持する設備，構造

的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候

補断面を整理した（第6－2－5－1表）。 

 

第6－2－5－1表 耐震評価候補断面の整理（第１ベントフィルタ

格納槽）（1/2） 

 

 

第6－2－5－1表 耐震評価候補断面の整理（第１ベントフィルタ

格納槽）（2/2） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
第１ベントフィルタ格納槽

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能
・間接支持
・遮蔽

間接支
持する
設備

設備

・第１ベントフィルタスクラバ容器
・圧力開放板
・格納容器フィルタベント系配管・弁
他

・第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器
・格納容器フィルタベント系配管・弁
他

・第１ベントフィルタスクラバ容器
・圧力開放板
・格納容器フィルタベント系配管・弁
・第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器
他

設置
状況

・設備毎に異なる。

②構造的
特徴

形式

・弱軸方向断面 ・強軸方向断面

・鉄筋コンクリート造の地中構造物

・隔壁及び中床版を有する

寸法
・幅13.40m，高さ14.00～
18.70m

・幅13.40m，高さ14.00m
・幅24.60m，高さ14.00～
17.60m

観点
第１ベントフィルタ格納槽

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物
下部

・MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている

・MMRは高さ約5.7mで矩形及び台形状である

構造物側
部及び上部

・埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している

・MMRは高さ約14.0m～19.7mで矩形である

地質
変化部

・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・原子炉建物
・補助消火水槽
・低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質に差異がなく，地震波の伝搬特性は一様である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況，構造的特徴並びに周辺状況に差異があ
ることから，各断面の床応答特性が異なる
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1.6 燃料移送系配管ダクトの断面選定の考え方 

第12-1-14 図及び第12-1-15 図に燃料移送系配管ダクトの平面

図，断面図及び縦断図を示す。 

6 号炉燃料移送系配管ダクトは，軽油タンク側は鉄筋コンクリ

ート造のダクトが杭を介して，6 号炉原子炉建屋側はマンメイド

ロックを介して西山層に支持される地中構造物である。 

7 号炉燃料移送系配管ダクトは，鉄筋コンクリート造のダクト

が杭を介して西山層に支持される地中構造物である。また，6 号

及び7 号炉ともにダクト及び杭の周辺には地震時における変形抑

制対策として地盤改良を実施している。 

今回工認では，6 号炉は，軸方向に一様なダクト形状を示すこ

とから，支持構造に着目し，杭基礎部とマンメイドロックに直接

設置するダクトのうち，より曲げ変形が大きくなると考えられる

杭基礎部の断面を選定し，基準地震動Ss による耐震評価を実施す

る。7 号炉は， 

軸方向に一様な杭支持構造のダクト形状を示しており，ダクトが

接する側方及び下方の地盤は軸方向にほぼ同じ条件であることか

ら，杭部分の曲げ変形がより大きくなると考えられる最も杭長が

長い断面を選定し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

6 号炉燃料移送系配管ダクトの検討断面では，地下水位以下に，

液状化層及び液状化影響評価対象層は分布しない。埋戻土層（Ⅱ）

は，建設時に掘削した西山層泥岩を材料として埋め戻した粘性土

であり，性状の確認を目的とした物理試験を実施した上で，非液

状化層として扱う。 

7 号炉燃料移送系配管ダクトの検討断面では，地下水位以下に，

液状化影響評価対象層（新期砂層・沖積層，古安田層洪積砂質土

層）が分布することから，耐震評価では有効応力解析を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 緊急時対策所用燃料地下タンク 

緊急時対策所用燃料地下タンクの配置図を第6－2－6－1図に，

平面図を第6－2－6－2図に，縦断図を第6－2－6－3図に，断面図

を第6－2－6－4図に，地質断面図を第6－2－6－5図に，岩級断面

図を第6－2－6－6図にそれぞれ示す。 

緊急時対策所用燃料地下タンクは，常設重大事故緩和設備であ

り，鉄筋コンクリート躯体及びライナ（鋼製タンク）で構成され，

非常用発電装置に係る燃料の貯蔵が要求される構造物である。な

お，要求性能を期待する部位は，鉄筋コンクリート躯体及びライ

ナ（鋼製タンク）である。 

緊急時対策所用燃料地下タンクは，延長12.8m，幅3.85m，高さ

3.9mの鉄筋コンクリート造の地中構造物である。 

緊急時対策所用燃料地下タンクは，CM級以上の岩盤に直接支持

されている。 

長辺方向（東西断面）に加振した場合は，加振方向と直交する

方向の構造物の長さに対する加振方向と平行に配置される壁の割

合が大きくなるので，長辺方向が強軸となり，短辺方向（南北方

向）が弱軸となる。 

緊急時対策所用燃料地下タンクの弱軸方向断面では，配筋を含

め構造的特徴が概ね同様である範囲から代表となる範囲を耐震評

価候補断面とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－6－1図 緊急時対策所用燃料地下タンク 配置図 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急時対策所用燃料地下タンク

 Ｎ 
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第12-1-14 図 6 号炉燃料移送系配管ダクト 平面図・断面図・縦

断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-15 図 7 号炉燃料移送系配管ダクト 平面図・断面図・縦

断図 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－6－2図 緊急時対策所用燃料地下タンク 平面図 

 

 

第6－2－6－3図 緊急時対策所用燃料地下タンク 縦断図（②－

②断面） 

 

 

第6－2－6－4図 緊急時対策所用燃料地下タンク 断面図（①－

①断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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単位：mm

長辺方向

①

①

▽EL+50600

3850

3
9
0
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MMR

緊急時対策所用燃料地下タンク

▽EL+46600

MMR

単位：mm

鉄筋コンクリート
ライナ（鋼製タンク）
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第6－2－6－5図 緊急時対策所用燃料地下タンク 地質断面図

（①－①断面） 

 

 

 

第 6－2－6－6図 緊急時対策所用燃料地下タンク  

岩級断面図（①－①断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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免震重要棟

MMR

緊急時対策所用
燃料地下タンク
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免震重要棟遮蔽壁

CM級以上

:岩相境界線

凡例
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緊急時対策所用燃料地下タンクについて，間接支持する設備，

構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評

価候補断面を整理した（第6－2－6－1表）。 

 

第6－2－6－1表 耐震評価候補断面の整理（緊急時対策所用燃料

地下タンク）（1/2） 

 

 

 

第6－2－6－1表 耐震評価候補断面の整理（緊急時対策所用燃料

地下タンク）（2/2） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
緊急時対策所用燃料地下タンク

①－①断面 ②－②断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・非常用発電装置に係る燃料の貯蔵

間接支
持する
設備

設備 ・なし

設置
状況

－

②構造的
特徴

形式
・弱軸方向断面 ・強軸方向断面

・鉄筋コンクリート造の地中構造物

寸法 ・幅3.85ｍ，高さ3.90ｍ ・幅12.80ｍ，高さ3.90ｍ

観点
緊急時対策所用燃料地下タンク

①－①断面 ②－②断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物
下部

・CM級以上の岩盤に直接支持されている

構造物
側部及び

上部

・MMRが分布している

・MMRは高さ約4.0ｍで，矩形である

地質
変化部

・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・なし

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質は概ね一様であり，地震波の伝搬特性は一様である

⑤機器・配管系の振動特性 ・観点①での整理のとおり，間接支持する設備がない
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1.7 海水貯留堰の断面選定の考え方 

第12-1-16 図に海水貯留堰の平面図，第12-1-17 図に海水貯留

堰の断面図，第12-1-18 図に古安田層基底面図を示す。 

海水貯留堰は，取水口前面の海中に設置する鋼管矢板を連結し

た構造物であり，取水護岸に接続している。鋼管矢板の根入れは

8m であり，西山層若しくは古安田層洪積粘性土層に直接設置され

る。鋼管矢板は，海水を貯留するために海底面からA 部で2.0m，B 

部で2.5m 突出している。 

海水貯留堰の断面選定においては， 海水貯留堰の配置を考慮し

て鋼管矢板が汀線直交方向に連結した部分，汀線平行方向に連結

した部分及び取水護岸との接続部から選定する。 

また，地震時の影響を考慮して海底面から突出した部分が長いB 

部を優先する。地盤条件としては，地震時の応答が大きくなると

考えられる古安田層の基底面が深い位置を選定する。 

選定した断面位置を第12-1-16 図に示す。6 号炉海水貯留堰に

おいては汀線平行方向で古安田層の基底面が深い①断面を，汀線

直交方向で古安田層の基底面が深く突出長が長い②断面を，取水

護岸部との接続部として③断面を選定する。7 号炉海水貯留堰に

おいては，汀線平行方向及び汀線直交方向において古安田層の基

底面が深い④断面及び⑤断面を，取水護岸部との接続部として⑥

断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）の配置図を第6－2－7

－1図に，平面図を第6－2－7－2図に，縦断図を第6－2－7－3図に，

断面図を第6－2－7－4図～第6－2－7－7図に，地質断面図を第6

－2－7－8図に，地質縦断図を第6－2－7－9図に，岩級縦断図を第

6－2－7－10図にそれぞれ示す。 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）は，Ｓクラス設備で

ある非常用ガス処理系配管・弁等の間接支持機能が要求される。 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）は，延長約20mの鉄筋

コンクリート造の地中構造物であり，幅6.7m，高さ3.1mの２連の

ボックスカルバート構造，幅6.2m，高さ3.6mのボックスカルバー

ト構造に大別される延長方向に断面の変化が小さい線状構造物で

ある（第6－2－7－4図～第6－2－7－7図）。 

 間接支持する配管の管軸方向と平行に配置される壁部材が多い

ので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となる。 

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） はMMRを介してCM級

以上の岩盤に支持されている。 

 

 

第6－2－7－1図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 配

置図 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）
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第12-1-16 図 6 号及び7 号炉海水貯留堰 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-17 図 6 号及び7 号炉海水貯留堰 断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-1-18 図 古安田層基底面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－7－2図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 平

面図 

 

第6－2－7－3図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 縦

断図（⑤－⑤断面） 

 

第6－2－7－4図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 縦

断図（①－①断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

②

②

③

③

④ ④

 Ｎ 

①，⑤

⑤

管軸方向

①

排気筒

▽EL+8800

W→←E

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）

19690

3
60
0

▽EL+8500

単位：mm
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第6－2－7－5図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面

図（②－②断面） 

 

 

第6－2－7－6図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面

図（③－③断面） 

 

 

第6－2－7－7図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面

図（④－④断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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単位：mm

タービン建物
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第6－2－7－8図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）地質

断面図（③－③断面） 

 

 

第6－2－7－9図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）地質

縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－7－10図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）岩級

縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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CM級以上

:岩相境界線

凡例
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屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）について，間接支持

する設備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏ま

えた耐震評価候補断面を整理した（第6－2－7－1表）。 

 

第6－2－7－1表 耐震評価候補断面の整理（屋外配管ダクト（タ

ービン建物～排気筒））（1/2） 

 
 

 

第6－2－7－1表 耐震評価候補断面の整理（屋外配管ダクト（タ

ービン建物～排気筒））（2/2） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・間接支持

間接
支持
する
設備

設備
・非常用ガス処理系 配管，弁
・非常用ディーゼル発電設備燃料移送系 配管，弁
・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送系 配管，弁

設置
状況

・延長方向に一様に配置されている

②構造的
特徴

形式

・強軸方向断面 ・弱軸方向断面

・鉄筋コンクリート造の地中構造物

・ボックスカルバート ・２連のボックスカルバート ・ボックスカルバート

・底版が，屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）弱
軸方向断面の頂版の一部と
一体化している

・底版が，屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）強
軸方向断面の頂版の一部と
一体化している

―

寸法 ・幅19.60m，高さ3.60m ・幅6.70m，高さ2.50m ・幅6.70m，高さ3.10m ・幅6.20m，高さ3.60m

観点
屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物
下部

・MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている

・MMRは高さ約3.9～6.8mで，
断面方向に一様に分布している

・MMRは高さ約1.0～3.9mで，
断面方向に一様に分布している

・MMRは高さ約4.9m～10.4m
で，構造物直下に分布している

・MMRは高さ約4.9mで，構造物
直下に分布している

構造物側部
及び上部

・埋戻土（掘削ズリ）が分布している

地質
変化部

・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・屋外配管ダクト（タービン建物～
排気筒）は排気筒と構造目地
で接続されており，排気筒の影
響を受けないことから，モデル化
する隣接構造物はない

・タービン建物 ・なし

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質が各断面で異なり，地震波の伝搬特性が異なる

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況は一様であるが，構造的特徴及び周辺状況に差異があることから，
各断面の床応答特性が異なる
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【屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）の3次元モデルによる

耐震評価】 

第6－2－7－11図～第6－2－7－13図に示すように，屋外配管ダ

クト（タービン建物～排気筒）の底版の一部が，下位クラス施設

である屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）の頂版の一部と

一体化している範囲があることから，当該部位のような複雑な構

造における立体的な作用荷重を精緻に評価するため，2次元FEMモ

デルによる耐震評価に加えて，3次元モデルによる検討を実施す

る。 

 

第6－2－7－11図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）平面

図 

 

 

第6－2－7－12図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面

図（①－①断面） 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

配管ダクト（タービン建

物～排気筒）におけるモ

デル化を含めた耐震評

価の考え方を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

②

②

 Ｎ 

①

管軸方向

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

①

:3次元モデル範囲

:屋外配管ダクト一体化部

凡例

排気筒

▽EL+8800

W→←E

屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）

19690

3
6
0
0

▽EL+8500

単位：mm

:3次元モデル範囲

:屋外配管ダクト一体化部

凡例
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第6－2－7－13図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）断面

図（②－②断面） 

 

 

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）の一体化部は，上位

クラス施設である屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）を間

接支持する構造物であることから，屋外配管ダクト（タービン建

物～排気筒）と同じ要求機能を満足することを確認する。屋外配

管ダクト（タービン建物～放水槽）の一体化部の要求機能，目標

性能，許容限界等を第6－2－7－2表に示す。 

 

第6－2－7－2表 屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）の一

体化部における耐震評価条件 

 

 

 

3次元モデル範囲は，屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒）

と屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）のそれぞれの構造目

地間とし，イメージを第6－2－7－14図に示す。 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外配

管ダクト（タービン建物

～排気筒）におけるモデ

ル化を含めた耐震評価

の考え方を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト
（タービン建物
～放水槽）

単位：mm

タービン建物

:3次元モデル範囲

:屋外配管ダクト一体化部

凡例

要求機能
要求機能に対する

目標機能
許容限界

解析手法 解析モデル
曲げ せん断

支持機能 終局状態に至らない 限界層間変形角又は圧縮縁コンクリート限界ひずみ せん断耐力 時刻歴応答解析
地質データに基づく
FEMモデル
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第6－2－7－14図 屋外配管ダクト（タービン建物～排気筒） 

イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外配

管ダクト（タービン建物

～排気筒）におけるモデ

ル化を含めた耐震評価

の考え方を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

タービン建物
東

西
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2. 重大事故等対処施設の土木構造物の耐震評価における断面選

定の考え方 

2.1 方針 

重大事故等対処施設の土木構造物の評価対象断面については，

構造物の配置や荷重条件及び地盤条件を考慮し，耐震評価上最も

厳しくなると考えられる位置を評価対象断面とする。 

柏崎刈羽発電所6 号及び7 号炉での対象構造物は，第一ガスター

ビン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎で

ある。各施設の平面配置図を第12-2-1 図に示す。 

 

 

2.2 第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用

燃料タンク基礎の断面選定の考え方 

第12-2-2 図に第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスター

ビン発電機用燃料タンク基礎の断面図を示す。 

 

第一ガスタービン発電機基礎は，鉄筋コンクリート造の基礎版

が杭を介して西山層に支持される地中埋設構造物で，幅約14m（NS 

方向）×約33m（EW方向），高さ約3.6～6.0mの基礎版を等間隔に配

置した杭で支持する比較的単純な基礎構造物であり，評価対象断

面方向に一様な構造となっている。また，基礎版及び杭の周辺に

は地震時における変形抑制対策として地盤改良を実施しているた

め周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大きな差はない

と考えられる。 

第一ガスタービン発電機用燃料タンク基礎は，鉄筋コンクリー

ト造のピットが杭を介して西山層に支持される地中構造物で，幅

約12m（NS 方向）×約12m（EW 方向），高さ約8.3m のピットを等

間隔に配置した杭で支持する比較的単純な基礎構造物であり，評

価対象断面方向に一様な構造となっている。また，ピット及び杭

の周辺には地震時における変形抑制対策として地盤改良を実施し

ているため周辺の地盤が構造物に与える影響はどの断面も大きな

差はないと考えられる。 

今回工認では，基礎版及びピットの長軸方向及び短軸方向の2 

断面を選定し，基準地震動Ss による耐震評価を実施する。 

第一ガスタービン発電機基礎及び第一ガスタービン発電機用燃

料タンク基礎の検討断面では，地下水位以下に，液状化影響評価

対象層（新期砂層・沖積層，古安田層洪積砂質土層）が分布する

ことから，耐震評価では有効応力解析を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 燃料移送系配管ダクト 

燃料移送系配管ダクトの配置図を第6－2－8－1図に，平面図を

第6－2－8－2図に，縦断図を第6－2－8－3図に，断面図を第6－2

－8－4図～第6－2－8－5図に，地質断面図を第6－2－8－6図に，

地質縦断図を第6－2－8－7図に，岩級縦断図を第6－2－8－8図に

それぞれ示す。 

燃料移送系配管ダクトは，Ｓクラス設備である非常用ディーゼ

ル発電設備燃料移送系配管・弁の間接支持機能が要求される。 

燃料移送系配管ダクトは，延長12.6mの鉄筋コンクリート造の地

中構造物であり，幅2.7m，高さ3.55～4.25mのボックスカルバート

構造の延長方向に断面の変化が小さい線状構造物である（第6－2

－8－4図～第6－2－8－5図）。 

燃料移送系配管ダクトは，一部MMRを介してCM級以上の岩盤に支

持されている。 

間接支持する配管の管軸方向と直交する方向に配置される壁部

材が少ないので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となり，管

軸直交方向が弱軸となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号では屋外重要

土木構造物及び重大事

故等対処施設のうち土

木構造物を「屋外重要土

木構造物等」として示し

ている。 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第12-2-1 図 平面配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12-2-2 図 第一ガスタービン発電機及び第一ガスタービン発電

機用燃料タンク基礎断面図（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－8－1図 燃料移送系配管ダクト 配置図 

 

 

第6－2－8－2図 燃料移送系配管ダクト 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

燃料移送系配管ダクト

① ①

 Ｎ 

② ②

③

③

単位：mm

屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

復水貯蔵
タンク基礎
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第12-2-2 図 第一ガスタービン発電機及び第一ガスタービン発電

機用燃料タンク基礎断面図（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－8－3図 燃料移送系配管ダクト 縦断図（③－③断面） 

 

 

 

第6－2－8－4図 燃料移送系配管ダクト 断面図（①－①断面） 

 

 

 

第6－2－8－5図 燃料移送系配管ダクト 断面図（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディーゼル燃料
貯蔵タンク基礎

燃料移送系
配管ダクト

←S N→

▽EL+15000

単位：㎜

屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

折
れ
点

折
れ
点

単位：mm

燃料移送系
配管ダクト

単位：mm

燃料移送系
配管ダクト
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第12-2-2 図 第一ガスタービン発電機及び第一ガスタービン発電

機用燃料タンク基礎断面図（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－8－6図 燃料移送系配管ダクト 地質断面図（①－①断

面） 

 

 

 

第6－2－8－7図 燃料移送系配管ダクト 地質縦断図（③－③断

面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5m

EL+11.0m

約
3
.1

m

埋戻土
（掘削ズリ）

MMR

燃料移送系
配管ダクト

EL+15.0m

MMR

約13.9m

約
3
.1

m

埋戻土
（掘削ズリ）

燃料移送系
配管ダクト

EL+15.0m

MMR
MMR

EL+11.0m

折
れ

点

折
れ

点

MMR

←S N→

EL(m)EL(m)
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第6－2－8－8図 燃料移送系配管ダクト 岩級縦断図（③－③断

面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

:岩相境界線

凡例

埋戻土
（掘削ズリ）

燃料移送系
配管ダクト

EL+15.0m

MMR
MMR

EL+11.0m

折
れ

点

折
れ

点

MMR

←S N→

CM級以上
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燃料移送系配管ダクトについて，間接支持する設備，構造的特

徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断

面を整理した（第6－2－8－1表）。 

 

 

第6－2－8－1表 耐震評価候補断面の整理（燃料移送系配管ダク

ト） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
燃料移送系配管ダクト

①－①断面 ②－②断面

①要求機能並
びに間接支持
する機器・配
管の有無及び

設置状況

要求機能 ・間接支持

間接支
持する
設備

設備 ・非常用ディーゼル発電設備燃料移送系 配管・弁

設置状況 ・延長方向に一様に配置されている

②構造的特徴
形式

・鉄筋コンクリート造の地中構造物

・ボックスカルバート

寸法 ・幅2.70m，高さ4.25m ・幅2.70m，高さ3.55m

③周辺
状況

周
辺
地
質

構造物下部 ・一部MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている

構造物側部及び
上部

・周辺に埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している

・MMRは高さ約3.6m～13.1mで，台形状である

地質変化部 ・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・なし

④地震波の伝搬特性
・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質に差異はなく，地震波の伝搬特性は一様
である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況並びに周辺状況は一
様であるが，構造的特徴に差異があることから，各断面の床応答特性が異なる
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2.9 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）の配置図を第6

－2－9－1図に，平面図を第6－2－9－2図に，縦断図を第6－2－9

－3図に，断面図を第6－2－9－4図～第6－2－9－7図に，地質断面

図を第6－2－9－8図～第6－2－9－9図に，地質縦断図を第6－2－9

－10図に，岩級縦断図を第6－2－9－11図にそれぞれ示す。 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）は，Ｓクラス

設備である非常用ディーゼル発電設備燃料移送系配管・弁の間接

支持機能が要求される。 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）は，延長約62m

の鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，幅2.670m ～3.850m，

高さ3.739m ～4.246mのボックスカルバート構造の延長方向に断

面の変化が小さい線状構造物である（第6－2－9－4図～第6－2－9

－7図）。 

屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）はMMRを介して

CM級以上の岩盤に支持されている。 

間接支持する配管の管軸方向と直交する方向に配置される壁部

材が少ないので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となり，管

軸直交方向が弱軸となる。 

 

 

 

第6－2－9－1図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

配置図 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～原子炉建物）
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第6－2－9－2図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

平面図 

 

 

 

第6－2－9－3図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

第6－2－9－4図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（①－①断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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単位：mm
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（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

原子炉建物
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▽EL+15000
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第6－2－9－5図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（②－②断面） 

 

 

第6－2－9－6図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（③－③断面） 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～
原子炉建物）
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子
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建
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屋外配管ダクト
（復水貯蔵タンク～
原子炉建物）
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第6－2－9－7図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

断面図（④－④断面） 

 

 

 

 

第6－2－9－8図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

地質断面図（②－②断面） 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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（復水貯蔵タンク～
原子炉建物）
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第6－2－9－9図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物） 

地質断面図（④－④断面） 

 

 

第6－2－9－10図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建

物） 地質縦断図（⑤－⑤断面） 

 

 
第6－2－9－11図 屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建

物） 岩級縦断図（⑤－⑤断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）について，間

接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点

を踏まえた耐震評価候補断面を整理した（第6－2－9－1表）。 

 

第6－2－9－1表 耐震評価候補断面の整理（屋外配管ダクト（復

水貯蔵タンク～原子炉建物））（1/2） 

 

 

 

第6－2－9－1表 耐震評価候補断面の整理（屋外配管ダクト（復

水貯蔵タンク～原子炉建物））（2/2） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・間接支持

間接支
持する
設備

設備 ・非常用ディーゼル発電設備燃料移送系 配管・弁

設置
状況

・延長方向に一様に配置されている

②構造的
特徴

形式
・鉄筋コンクリート造の地中構造物

・ボックスカルバート

寸法 ・幅3.85m，高さ4.25m ・幅2.67m，高さ3.74m

観点
屋外配管ダクト（復水貯蔵タンク～原子炉建物）

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面

③周辺
状況

周辺
地質

構造物下部

・MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている

・MMRは高さ約2.1m及び15.5mで一様に分布してい
る

・MMRは高さ約15.5mで西側に一
様に分布している

・MMRは高さ約15.5mでL字形
である

構造物側部
及び上部

・埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している ・埋戻土（掘削ズリ）及びMMRが分布している

・MMRは高さ約6.1m及び19.5mで一様に分布してい
る

・MMRは高さ約19.1mで西側に一
様に分布している

・MMRは高さ約3.6mで西側に
一様に分布している

地質変化部 ・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・なし ・原子炉建物

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質が各断面で異なり，地震波の伝搬特性が異なる

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況は一様であるが，構造的特徴及び周辺状況に差異があ
ることから，各断面の床応答特性が異なる
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2.10 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガス

タービン発電機） 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）の配置図を第6－2－10－1図に，平面図を第6－2－10

－2図に，縦断図を第6－2－10－3図に，断面図を第6－2－10－4

図～第6－2－10－6図に，地質断面図を第6－2－10－7図に，地質

縦断図を第6－2－10－8図に，岩級縦断図を第6－2－10－9図にそ

れぞれ示す。 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）は，Ｓクラス設備であるガスタービン発電機用燃料

移送配管・弁の間接支持機能が要求される。 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）は，延長58.32m，幅2.8m，高さ1.8mの鉄筋コンクリ

ート造の地中構造物であり，延長方向に断面の変化がない線状構

造物である（第6－2－10－4～第6－2－10－6図）。 

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）は，MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている。 

間接支持する配管の管軸方向と直交する方向に配置される壁部

材が少ないので，間接支持する配管の管軸方向が強軸となり，管

軸直交方向が弱軸となる。 

 

 

第6－2－10－1図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 配置図 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～

ガスタービン発電機）

 Ｎ 
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第6－2－10－2図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 平面図 

 

 

第6－2－10－3図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 縦断図（④－④断面） 

 

 

第6－2－10－4図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 断面図（①－①断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

②
 
Ｎ

 

④

④

単位：mm

ガスタービン発電機用
軽油タンク基礎

①

①

③ ③

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～

ガスタービン発電機）常設代替
交流電源
設備建物

ガスタービン
発電機用

軽油タンク基礎

←E W→

単位：㎜

▽EL+45950

折
れ
点

折
れ
点

単位：mm

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク

～ガスタービン発電機）

142



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 2号炉（2019.11.6版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

第6－2－10－5図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 断面図（②－②断面） 

 

 

第6－2－10－6図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 断面図（③－③断面） 

 

 

 

第6－2－10－7図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 地質断面図（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－10－8図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 地質縦断図（④－④断面） 

 

 

第6－2－10－9図 屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ

ンク～ガスタービン発電機） 岩級縦断図（④－④断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約55.7m

MMR

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～
ガスタービン発電機）

折
れ

点

折
れ

点

EL+45.95m
EL+47.25m

MMR

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～
ガスタービン発電機）

折
れ

点

折
れ

点

EL+45.95m
EL+47.25m

CM級以上

:岩相境界線

凡例
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屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスター

ビン発電機）について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状

況及び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理し

た（第6－2－10－1表）。 

 

 

第6－2－10－1表 耐震評価候補断面の整理（屋外配管ダクト（ガ

スタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機）） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機）

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面

①要求機
能並びに間
接支持する
機器・配管
の有無及び
設置状況

要求機能 ・間接支持

間接支持
する設備

設備 ・ガスタービン発電機用燃料移送配管・弁

設置
状況

・延長方向に一様に配置されている。

②構造的
特徴

形式 ・鉄筋コンクリート造の地中構造物

寸法 ・幅2.80m，高さ1.80m

③周辺
状況

周辺
地質

構造物下部
・MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている

・MMRは高さ約0.8～1.0m程度で台形状である。

構造物側部
及び上部

・埋戻土（掘削ズリ）が分布している。

地質変化部 ・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・なし

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質に差異はなく，地震波の伝搬特性は一様である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況は一様であり，構造的特徴及び周辺状況も一様である
ことから，各断面の床応答特性に差異はない
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2.11 取水口 

取水口の配置図を第6－2－11－1図に，平面図を第6－2－11－2

図に，断面図を第6－2－11－3図～第6－2－11－4図に，地質断面

図を第6－2－11－5図～第6－2－11－6図に，岩級断面図を第6－2

－11－7図～第6－2－11－8図にそれぞれ示す。 

取水口は，非常用取水設備であり，通水機能が要求される。 

取水口は，直径18.6m，高さ13mの基部をアンカーコンクリート

で巻き立てられた鋼製の構造物である。 

取水口はCM級以上の岩盤に直接支持されている。 

取水口は円筒状構造物であるため，強軸及び弱軸が明確ではな

い。 

 

 

第6－2－11－1図 取水口 配置図 

 

 

第6－2－11－2図 取水口 平面図 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

取水口

取水口Ⅰ

①，③

③

取水口Ⅱ

N

①

②

②
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第6－2－11－3図 取水口Ⅰ 断面図（①－①断面） 

 

 

第6－2－11－4図 取水口Ⅰ 断面図（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6－2－11－5図 取水口 地質断面図（②－②断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm

約19m

約
1
3
m

取水口

EL-22.0m

取水管
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第6－2－11－6図 取水口 地質断面図（③－③断面） 

 

 

第6－2－11－7図 取水口 岩級断面図（②－②断面） 

 

 

 

第6－2－11－8図 取水口 岩級断面図（③－③断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取水口Ⅰ

EL-22.0m

取水管

CM級以上

:岩相境界線

凡例

折
れ

点

取水口Ⅰ

EL-22.0m

取水口Ⅱ

CM級以上 CM級以上

:岩相境界線

凡例
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取水口について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及

び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理した

（第6－2－11－1表）。 

 

第6－2－11－1表 耐震評価候補断面の整理（取水口） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外重

要土木構造物等におけ

る耐震評価候補断面の

整理結果を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
取水口

①－①断面，③－③断面 ②－②断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・通水

間接支持
する設備

設備 ・なし

設置状況 －

②構造的
特徴

形式 ・鋼製の円筒状構造物

寸法 ・Φ18.60ｍ，高さ13.00m

③周辺
状況

周辺
地質

構造物下部 ・CM級以上の岩盤に直接支持されている

構造物側部
及び上部

・アンカーコンクリート及び海底堆積物・風化岩が分布している

地質変化部 ・なし

地下水位 －（水中構造物）

モデル化する
隣接構造物

・なし
・取水口は取水管と可撓ジョイントで接続され
ており，取水管の影響を受けないことから，
モデル化する隣接構造物はない

④地震波の伝搬特性
・観点③での整理のとおり，断面位置により周辺状況に差異がなく，地震波の伝搬特性は一
様である

⑤床応答特性 ・観点①での整理のとおり，間接支持する設備がない
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2.12 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎の配置図を第6－2－12－

1図に，平面図を第6－2－12－2図に，断面図を第6－2－12－3～第

6－2－12－4図に，地質断面図を第6－2－12－5図に，岩級断面図

を第6－2－12－6図にそれぞれ示す。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は，常設重大事故等対処

設備であるガスタービン発電機用軽油タンク等の間接支持機能が

要求される。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は，幅18m×18mの鉄筋コ

ンクリート造の構造物である。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は，MMRを介してCM級以上

の岩盤に支持されている。 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎は正方形の直接基礎であ

るため，強軸及び弱軸が明確ではない。 

 

 

 

第6－2－12－1図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 配置

図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎

 Ｎ 
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第6－2－12－2図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 平面

図 

 

 

 
第6－2－12－3図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 断面

図（①－①断面） 

 

 

第6－2－12－4図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 断面

図（②－②断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎
N

①

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用
軽油タンク～ガスタービン発電機）

単位：mm

② ②

単位：mm

単位：mm
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第6－2－12－5図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 地質

断面図（①－①断面） 

 

 

 

第6－2－12－6図 ガスタービン発電機用軽油タンク基礎 岩級

断面図（①－①断面） 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18m

ガスタービン発電機用
軽油タンク基礎

EL+45.8m

埋戻土
（掘削ズリ）

埋戻土
（掘削ズリ）

EL+47.2m

MMR

ガスタービン発電機用
軽油タンク基礎

EL+45.8m

埋戻土
（掘削ズリ）

埋戻土
（掘削ズリ）

EL+47.2m

MMR

CM級以上

:岩相境界線

凡例
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ガスタービン発電機用軽油タンク基礎について，間接支持する

設備，構造的特徴，周辺状況及び地震力特性等の観点を踏まえた

耐震評価候補断面を整理した（第6－2－12－1表）。 

 

 

第6－2－12－1表 耐震評価候補断面の整理（ガスタービン発電機

用軽油タンク基礎） 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外重

要土木構造物等におけ

る耐震評価候補断面の

整理結果を記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点
ガスタービン発電機用軽油タンク基礎

①－①断面 ②－②断面

①要求機
能並びに間
接支持する
機器・配管
の有無及び
設置状況

要求機能 ・間接支持

間接支持
する設備

設備
・ガスタービン発電機用軽油タンク
・ガスタービン発電機用燃料移送配管・弁

設置状況 ・一様に配置されている

②構造的
特徴

形式
・鉄筋コンクリート造の地中構造物

・断面急変部は存在しない

寸法 ・幅18.00×18.00ｍ

③周辺
状況

周辺地質

構造物下部
・MMRを介してCM級以上の岩盤に支持されている
・MMRは高さ約0.7mで，矩形である

構造物側部
及び上部

・岩盤及び一部に埋戻土（掘削ズリ）が分布している

地質変化部 ・南側に岩盤斜面が存在する ・なし

地下水位 ・解析結果等を踏まえて整理する。

モデル化する
隣接構造物

・なし

④地震波の伝搬特性 ・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質に差異がなく，地震波の伝搬特性は一様である

⑤床応答特性
・観点①での整理のとおり，各断面に間接支持する設備がある
・観点①～③での整理のとおり，間接支持する設備の種類及び設置状況並びに構造的特徴は一様であるが，周辺状況に差異
があることから，各断面の床応答特性が異なる
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2.13 取水管 

取水管の配置図を第6－2－13－1図に，平面図を第6－2－13－2

図に，縦断図を第6－2－13－3図に，輪谷湾周辺の底質分布を第6

－2－13－4図に，平面図（詳細図）を第6－2－13－5図に，断面図

を第6－2－13－6図～第6－2－13－7図に，地質断面図を第6－2－

13－8～第6－2－13－11図に，地質縦断図を第6－2－13－12図に，

岩級縦断図を第6－2－13－13図にそれぞれ示す。 

取水管は，非常用取水設備であり，通水機能が要求される。 

取水管は，取水口と取水槽を結ぶ，管径φ4,300mmの鋼製の構造

物であり，北側より，③－③断面（砕石），①－①断面（巻立コン

クリート）により構成され，通水方向に対して一様の断面形状を

示す管路構造物である（第6－2－13－6図～第6－2－13－7図）。 

取水管の縦断方向（通水方向）は，通水方向に対して空間を保

持できるように構造部材が配置されていることから強軸となり，

横断方向（通水方向に対する直交方向）が弱軸となる。 

輪谷湾の底質土砂は，岩及び砂礫で構成されているが，島根２

号炉の取水口・取水管が設置される周辺は，岩が分布している（第

6－2－13－4図）。 

 取水管は，岩盤掘削した中に砕石またはコンクリートを介して

CM級以上の岩盤に支持されている。 

 

第6－2－13－1図 取水管 配置図 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6－1－1図 平面配置図 

取水管
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第6－2－13－2図 取水管 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－13－3図 取水管 縦断図（⑥－⑥断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－13－4図 輪谷湾周辺の底質分布（自社調査（1995）） 

 

 

第6－2－13－5図 取水管 平面図（詳細図） 

 

 

第6－2－13－6図 取水管 断面図（③－③断面） 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－13－7図 取水管 断面図（①－①断面） 

 

 

第6－2－13－8図 取水管 地質断面図（②－②断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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単位：mm 
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第6－2－13－9図 取水管 地質断面図（③－③断面） 

 

 

第6－2－13－10図 取水管 地質断面図（④－④断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－13－11図 取水管 地質断面図（⑤－⑤断面） 

 

 

 

第6－2－13－12図 取水管 地質縦断図（⑥－⑥断面） 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違によ

る記載内容の相違。 
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第6－2－13－13図 取水管 岩級縦断図（⑥－⑥断面） 

 

 

 

取水管について，間接支持する設備，構造的特徴，周辺状況及

び地震力特性等の観点を踏まえた耐震評価候補断面を整理した

（第6－2－13－1表）。 

 

第6－2－13－1表 耐震評価候補断面の整理（取水管） 

 

 

 

以上の整理を踏まえ，詳細設計段階において，地震応答解析に

より耐震評価を行う上で，構造物の応答が耐震評価上厳しくなる

と考えられる断面を評価対象断面として選定する。なお，詳細設

計段階において設定する地下水位等，各断面で異なる要因があれ

ば，その観点で整理を行い，評価対象断面を選定する。 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

対象施設の相違による

記載内容の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，屋外

重要土木構造物等にお

ける耐震評価候補断面

の整理結果を記載して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
折

れ
点

取水管

砕石

取水口Ⅰ

折
れ

点

CM級以上

巻立コンクリート

:岩相境界線

凡例

観点
取水管（管軸直角方向）

①－①断面 ②－②断面 ③－③断面 ④－④断面 ⑤－⑤断面

①要求機
能並びに
間接支持
する機器・
配管の有
無及び設
置状況

要求機能 ・通水

間接支
持する
設備

設備 ・なし

設置位置 －

②構造的
特徴

形式 ・通水方向に対して一様の断面形状を示す鋼製の構造物

寸法 ・管径Φ4.30ｍ（２連）

③周辺
状況

周辺
地質

構造物下部
・コンクリートを介してCM級以
上の岩盤に支持されている

・砕石を介してCM級以上の岩盤に支持されている

構造物側部
及び上部

・コンクリートが分布している ・砕石が分布している

地質変化部 ・なし

地下水位 －（水中構造物）

モデル化する
隣接構造物

・なし

④地震波の伝搬特性
・観点③での整理のとおり，構造物下部の周辺地質が①－①断面と②－②～⑤－⑤断面で異なり，地震
波の伝搬特性が異なる

⑤床応答特性 ・観点①での整理のとおり，間接支持する設備がない
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